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I. 共通教育：密教美術の世界 

 

1. 序論（1） インド密教美術への招待 

 

 
釈迦は一人、仏は多数の不思議。また、多数の仏

はそれぞれ何を象徴しているのだろうか。 

仏教の釈迦が開いた宗教ですが、釈迦以外にも仏

がいたという考え方は、かなり古くからあります。

インドの仏教史を見ると、一人、もしくは少数の

仏から、多数の仏へという流れが認められます。

それと同時に、釈迦の超人化や神話化も見られま

す。なぜ仏が多数必要であったかは、仏教の救済

思想や世界観とも結びつく問題で、「仏陀観」と

呼ばれることもあります。教科書の第 1 章はこの

問題をあつかっています。とりあえず、てはじめ

に読んでみて下さい。仏の種類と多様性について

は、仏教のパンテオンを取り上げるときにお話し

するつもりです。 

 

簡単ですが、なぜ不動明王は普通なのですか？あ

と、なんでインド（本場）には不動明王像がない

のですか。 

授業でお見せしたように、不動が属する明王のグ

ループには降三世明王や大威徳明王、愛染明王の

ようなものがいますが、いずれも多面多臂（つま

りたくさんの顔や手）を有しています。不動明王

はその中において、手や顔の数は普通の人間と同

じで、その意味で「普通」と言ったのです。ただ

し、不動明王のイメージそのものが人間と同じで

あるとまでは言えず、たとえば、頭の上にハスの

花を載せていたり（頂蓮相と言います）、目が左

右で上下別の方向を向いていたり、口から牙を出

しているなど、細部にはさまざまな特徴がありま

す。不動明王は日本では絶大な信仰を集めていま

す。各地に「~不動」とよばれる有名な不動があ

りますし、不動にちなんだ縁日や祭礼がよく行わ

れます。日本密教では大日如来と同一視されたこ

とも、この仏の重要性を高めた理由です（細かい

背景は省略します）。それに対し、インドでは不

動に対する信仰はあまりさかんではなかったよう

で、作例の少なさ（現在、2、3 例のみ）はそれに

比例するようです。 

 

マンダラはどのように使われていたのかというこ

と。 

マンダラについては 2 回分の授業を予定している

ので、そこでじっくりお話しするつもりです。簡

単に言うならば、礼拝や供養のような一般の仏像

（仏画）と同じ目的以外に、儀礼の道具、瞑想の

対象、仏教世界観の表象などの機能があります。 

 

やっぱりインドにある仏像と日本にある仏像はど

こかしら似ており、伝わってきたのがわかる。地

図上で見るととても遠いのに、仏像を見る分では

近く、すごいことだと思う。高校の日本史の授業

等で覚えたのは日本のものばかりで、インドの似

たもの、違うものが見れて（森による注・ら抜き

言葉ではなく「見られて」にしましょう）おもし

ろかった。 

日本の仏像の原型がインドにあり、両者がとても

よく似ていることを知ってもらうのが、この授業

のねらいのひとつです。日本とインドのあいだに

は数千㎞の距離があるのですから、このことは奇

跡といってもいいぐらいです。見方を変えれば、

仏像の形を正確に伝えることは、それを伝える

人々にとってきわめて重要なことだったのでしょ

う。経典などの形で仏教の教えを伝えることも同

様ですが、これこそ宗教の持つ力です（方向をま

ちがえるととても危険です）。これからいろいろ

な作品を紹介するので、似ているところや違うと

ころ、あるいはイメージ全体から受ける印象など

を、自分の目でよく確認して下さい。 

 

まず密教という意味が分からないです。密かな宗
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教かと思ったけど、有名な感じがしたので、本当

の意味を知りたいです。 

密教とは 5、6 世紀以降のインドで現れた仏教の

一形態です。中国、東南アジア、ネパール、チベ

ットなどに伝播しました。日本には平安時代の初

期に空海や最澄に代表される「入唐僧」（にっと

うそう）たちによってもたらされました。現在で

もその伝統は生きていますし、チベットやネパー

ルの仏教は密教の要素がかなり濃厚です。「密

教」という言葉に相当するインドの原語は実はあ

りません。日本の真言宗や天台宗の中で用いられ

始めた言葉で、大乗仏教までの仏教を「顕教」と

呼び、これよりも優れた教えで、しかも選ばれた

者以外には秘密にされているという意図で付けら

れたものです。インド仏教の歴史を簡単にまとめ

れば、釈迦の時代を含む初期仏教（あるいは原始

仏教）、部派仏教、大乗仏教、密教ということに

なります。インド仏教の最終的な形態が密教です。

ただし、その時代も大乗仏教やいわゆる小乗仏教

もありますので、段階的に変化したというわけで

はありません。また、密教の修行をすることが許

されたのは、大乗仏教の修行階梯を終え、特別な

能力（とくに実践における霊的な能力）をそなえ

たものだけといわれています。その特徴として、

次のようなものをあげることができます。 

・瞑想やヨーガによる神秘体験を悟りととらえる 

・教理的には大乗仏教を継承、とくに空思想と如

来蔵思想に基礎を置く 

・複雑な儀礼体系をヒンドゥー教と共有 

・壮大な神々の世界と精緻な図像学を保持 

密教はインドの宗教全体から見ると、中世以降、

流行したタントリズムと呼ばれる宗教形態と、さ

まざまな点で共通しています。タントリズムの特

徴として、ある研究者は次の 5 点をあげています。

①現世拒否的態度の緩和 ②儀礼中心主義の復活 

③シンボルとその意味機能の重視 ④究極的なも

の、あるいは「聖なるもの」に関する教説 ⑤究

極的なものを直証する実践（立川武蔵  1992 

『はじめてのインド哲学』講談社、pp.173-4）。よ

くわからないと思いますが、授業でも機会を見つ

けてお話しします。 

オリッサ、ウダヤギリ遺跡発掘現場のスライドを

見て、とてもきれいにレンガで寺院が造られてい

ることに驚きました。ずいぶん昔の時代なのに、

こんなにもきれいに作ることができる技術があっ

たことはとてもすごいことだと思います。また、

日本では仏像はお寺の中にあるというイメージだ

ったので、外に仏像があったことには驚きました。 

がっかりさせて申し訳ないのですが、ウダヤギリ

のレンガ積みの建造物は、最近の復元です。発掘

現場では遺構のみが確認でき、それにあわせて、

新しいレンガを積んでいるようです。インドの遺

跡にはよくあることで、困ったことなのですが、

どこまでがオリジナルで、どこからが復元かがわ

からなくなります。それはともかく、おそらく往

年はレンガや石でできた壮麗な僧院があったはず

です。巨大建造物は宗教的なものばかりでなく、

社会的、政治的な威信を誇示することとも結びつ

くので、世界各地で古代から作られています（宗

教が政治と結びつくのも一般的でした）。このよ

うな巨大建造物を作る技術は、古い時代からよく

発達しています。インドの場合、インダス文明で

知られるハラッパーやモヘンジョダロに、高度な

都市文明があったようです。いまから五千年ぐら

い前の話です。制作年代は下りますが、壮大なヒ

ンドゥー教寺院が現在でも多数残されています。

実際にその前に立ち、中に入ると、圧倒されます。 

 

仏や如来や菩薩などの写真を見ても、その違いが

まだよくわからないので、今後よく勉強したい。

また、仏像の持つ意味や、時代背景なども含めて、

見ることができるようになりたい。仏像を見て大

日だとかがわかるのはなぜか、何を理由に区別す

るのかが知りたい。 

はじめの頃は、どの仏像も同じように見えるはず

です。しばらくすると、仏と菩薩、明王、女尊な

どのグループの区別が付くようになります。同じ

スライドも何度もお見せすると思うので、だんだ

んイメージが定着していくでしょう。時代によっ

て違いますが、密教の場合、身体的特徴、持物、

装身具、付随物（乗り物や光背など）によって、

どの仏であるかが判断されます。このような特徴
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を図像学的特徴といいます。教科書でも主要な仏

については、その都度説明をしているので、挿図

の写真なども見ながら、確認して下さい。特定の

作品が何を表しているか決めることを「比定」と

か「同定」といい、英語で identificationといいま

す。 

 

仏像の頭の肉のボコボコと、でっぱりは何の目的

で作ってあるのですか。なぜ同じ大日如来坐像で、

日本にあるのは顔一個なのに、外国のは顔四つあ

ったりするんですか。釈迦の苦行像はとてもリア

ルに造られていますが、あれは実際にその釈迦の

姿を見た人とかいるんですか。 

頭のボコボコは仏頂（ぶっちょう）とか、肉髻

（にっけい）と言い、釈迦を含む仏像の身体的特

徴のひとつです。このような特徴に 32 あり、「三

十二相」と言います。これについては授業で紹介

します。大日如来の顔が四つあるのは、この仏が

登場する経典に「あらゆる方角に顔を向けた」と

いう記述があるからです。チベットでは四面の大

日の他に、四体の大日如来を背中合わせにおいて、

全体で一尊とする作品もあります。その方が頭で

っかちにならずにすみます。釈迦の苦行像はリア

リズムを追求した仏像のよい例ですが、もちろん、

本当に釈迦を見て、それをモデルに作ったはずは

ありません。制作年代は釈迦の時代から数百年あ

とです。ところで、仏像のような宗教図像は、対

象をリアルに表現することだけを理想としたわけ

ではありません。むしろ、定型化、形式化するこ

との方が、宗教美術としては一般的です。 

 

仏像に対する知識はあまりないのですが、日本の

仏像は時代ごとに見た目とか作りの様子が異なっ

ていたけど（乾漆像や寄木造りなど）、インドの

仏像にはそういうことはあるのですか。インドの

仏像が同じ仏でも違う様をしているのは、それぞ

れの意図やイメージが異なるためだという説明を

聞いて、なるほどそういう意味があるのか…と思

いました。また、国境を越えても仏のイメージが

そのまま伝えられているのもすごいと思いました。

手や足が複数なのは、それぞれ数などに意味はあ

るのかとか、仏と一緒にあるハスの花やライオン、

水牛の意味も知りたいと思いました。女性の仏像

もあるのは驚きました。 

インドでも仏像の素材は地域や時代でさまざまで

すが、石を用いたものと、金属製のものが多いよ

うです。木製の仏像もあったようですが、ほとん

ど現存していません。様式にも同様に変化があり

ます。これについては今回の授業で代表的な作品

を紹介します。仏像の持つさまざまな意味や制作

者の意図については、授業の一貫したテーマとし

て、いろいろ考えていきたいと思います。その一

部については、教科書でも取り上げていますので、

読んでみましょう。 

 

日本の仏は比較的すっきりしていて、どの仏像も

同じ種類ならば似たような感じだけど、インドや

チベットなどの仏像や壁画は、とても鮮やかだっ

たり、装飾品だらけのものや、逆にとてもみすぼ

らしいものがあったりと、個性豊かだと思った。

やはりこのような美術にはお国柄が反映されるの

だと思った。なぜ女性の仏は日本に伝わらなかっ

たのか不思議だった。 

たしかに日本の仏像は、インドやチベットのもの

に比べると、画一的で地味な感じです（それが

「日本的」でいいのですが）。色彩感覚は人種や

民族で大きく異なるようで、普通の日本人はチベ

ットの仏画などを見ると、その派手さ（毒々しい

とかけばけばしいという印象）に耐えられないよ

うです。ただし、平安時代に中国から伝わった密

教美術は、そのようなものにも通じる強烈な色彩

感覚があって、おそらく当時の日本人は圧倒され

たはずです。仏像などは現存していても褪色が進

んでいますが、マンダラなどの仏画にそのような

「非日本的な」色づかいを見ることができます。

女性の仏は日本にも伝わっていますが、女性であ

ることがわからなくなっていたりします。また、

観音のように本来は男性の仏であったものが、中

国や日本では女性のイメージとしばしば結びつい

たものもいます。 

 

顔や手が多いのが謎です。ヒンドゥー教のシヴァ
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神も手が多かったような気がするんですけど。 

多面多臂に驚いたり、それが何を表すのか疑問に

思った人が多かったようです。理由や意味につい

ては、授業の中でおいおい話していきます。ヒン

ドゥー教の神のイメージをお持ちのようで、たし

かに、このような特徴はシヴァをはじめとするヒ

ンドゥー教の神々にも見られます。仏教とヒンド

ゥー教の神々の交渉については、授業全体の終わ

りの方（たぶん 7月頃）で取り上げます。 

 

私は弥勒菩薩が好きでした。「リン」としたすが

すがしいきれいさを持っていて、手を顎に当てて

いる、その手の細さがかっこよかったです。こわ

い顔の仏があってびっくりしました。仏は優しい

ものだと思ってました。いろいろ見ることができ

て楽しかったです。 

広隆寺の弥勒菩薩は日本人の理想の仏像のひとつ

でしょう。多くの人が日本の仏像の代表例として

思い浮かべるようです。しかし、最近の研究では、

この作品は日本ではなく、朝鮮半島で作られたと

いうのが有力なようです。同じ形式の弥勒像が、

何例か韓国に残されています。また、右足を左足

に載せ、そこに右ひじをついて物思いに耽るポー

ズは、「半跏思惟」といいますが、この形式も中

国から朝鮮半島を経由して日本に伝えられたもの

です。意外なことにインドの弥勒像にこの半跏思

惟像は一例もありません。このように、同じ仏で

ありながら、イメージが異なることも、仏教美術

のおもしろいところです。 

 

インドの像が日本のに比べて腰（体）が細いのが

気になった。仏が目をつぶっているのはなぜか。 

前回お見せしたスライドの仏は、パーラ朝という

時代のものが多いのですが、このころはご指摘の

ように体の線が細い仏像が好まれたようです。そ

れ以前の時代には腰回りの太い、もっとどっしり

とした仏像もあります。また、目の表現方法も時

代によって違い、目をぱっちりと開けた仏像もイ

ンドにはあります。仏像の身体表現に着目された

のはなかなかいいことです。時代や地域、あるい

は仏の種類によってどのような違いがあるのか、

注意して見ていって下さい。 

 

宝冠仏は装飾品を付けているが菩薩ではないのか。

大日如来は如来であっても装身具を身につけてい

ることが多いように思うが、それはなぜか。 

たしかに一般に装身具を付け、豪華な衣装をまと

っているのは菩薩の特徴ですが、密教の時代には、

このような菩薩のような姿をした如来像が出現し

ました。その代表的なのが大日如来です。これに

ついては教科書の第一章で詳しく取り上げていま

すから、読んでみましょう。 

 

 
 

2. インドの仏教美術の流れ 

 
 

ブッダの肖像が描かれない理由の説明として、好

きな人の例で考えたとき、何となくインドの人々

の気持ちが分かった気がした。 

釈迦を人間の形（いわゆる仏像）として表現しな

いことは、インドの仏教美術の重要な点であり、

宗教美術一般を考えるためにも示唆に富むので、

私の授業ではよく強調します。いつもいろいろ説

明の仕方を考えるのですが、ポイントは自分の身

近なものに結びつけて考えられるかどうかという

ことではないかと思っています。前回のたとえは、

当時の仏教徒が釈迦のような「聖なる者」を、単

なる歴史上の人物としてではなく、「他の誰より

も大切な存在」としてとらえていたということで

す。ちょうど、肉親や恋人のようなものなもので

す。そのような人を絵や彫刻で表現しなさいとい

われたならば、どんなにリアルに表現しようとし

てもつねに不満が残るでしょうし、それは対象に

対する思いが強ければ強いほど顕著なはずです。
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その一方で、そのような人物と密接に関わるもの

（授業では恋人からのプレゼントを例としまし

た）から、その人物の思い出や存在を強く感じる

ことがあります。亡くなった人の形見などもそう

でしょう。象徴とかシンボルというとむずかしい

もののような気がしますが、このようなものと理

解してください。釈迦の場合は、法輪や菩提樹が

それにあたります。いずれも釈迦が説いた教えや

悟りと密接な関係を持つものです（法輪について

は授業でも触れました）。このような象徴的なも

のの対極のリアルなものの例として写真を出しま

したが、これは混乱を招いたかもしれません。写

真は絵よりも一般的に写実的と考えられているか

ら出したのですが、必ずしもそうではないからで

す。写真を見て実際の被写体とずいぶん印象が異

なることを感じることも、よくあります。別の見

方をすれば、われわれにとっての印象や理想像は、

現実の姿を直接表したものではなく、自分の中で

特定のフィルターを通したものなのです。なお、

宗教的な信仰心を恋愛感情にたとえたのは、単に

わかりやすいようにというだけではなく、いろい

ろな宗教で実際に見られるからです。キリスト教

におけるイエスへの信仰や、インドでも特定のヒ

ンドゥー教の神への信仰は、しばしば男女のあい

だの恋愛感情（とくに男性に対する女性のそれ）

にたとえられます。 

 

三十二相には他にどんなことがあげられるのです

か。 

三十二相は仏教美術の基本であるばかりでなく、

内容的にもとてもおもしろいものです。髪の毛の

螺髪（らほつ）、眉間にある白毫相（びゃくごう

そう）、頭のてっぺんにある頂髻相（ちょうけい

そう）、指の間にある水掻きである鬘網相（まん

もうそう）、髪の生え際まで舌が届く長舌相（ち

ょうぜつそう）などがあります。資料を添付した

ので見ておいてください。なお、このような超人

的な人体表現も、象徴的な表現とは違った「聖な

るもの」の表現と見ることができます。これも卑

近なたとえですが、昔の少女マンガで（今もそう

かもしれませんが）、主人公の瞳の中に星があっ

たり、背景に花が描かれたりするのと同じ発想で

す。 

 

聖なるものを直接人の姿で表さないと言うことの

心理が何となくわかりました。よく出土する勾玉

や鏡が、神道のシンボルだということをはじめて

知って、驚きました。 

すべての勾玉や鏡が聖なるものを表しているわけ

ではないと思いますが、全くの実用的なものであ

ったとも言えないでしょう。勾玉を装身具として

身につければ、何らかの呪術的な機能が込められ

ていたでしょうし、鏡も同様です。その中で「三

種の神器」のようなご神体となるものが現れたの

です。神道のシンボルというより、神道に代表さ

れる日本人の宗教において、特定の意味を持つも

のの代表的なものです。このように、特定の「も

の」に何らかの宗教的な意味を読みとる（あるい

は与える）のは、人間の本性のようなもので、洋

の東西を問わず、また古代でも現代でもかわらな

いようです。宗教というと、オウムや最近の「白

装束の集団」のようなものをイメージするので、

「宗教とはうさんくさいものだ」と思われがちで

すが、もともと人間というのがうさんくさいもの

（非合理的な存在）なのです。 

 

釈迦が白い象に姿を変えて乗り移る「托胎霊夢」

の彫刻があったが、なぜ白なのか、何か色に意味

があるのですか。また、なぜ象なのですか。イン

ドは象というイメージがあるのですが、それはイ

ンドと仏教が深くかかわっていて、仏教と象もま

た深くかかわっているからですか。（森注：他に

も象が気になるという質問が多数ありました） 

なぜ仏教が象と深くかかわっているかはよくわか

りませんが、一般にインドでは象は神聖な動物に

あげられます。古くはマウリヤ朝のアショーカ王

の石柱に、聖なる動物のひとつとして、ライオン

やグリフォン（有翼の獅子）などともに刻まれて

います。象が釈迦の伝記や前世の物語に登場する

ことも多く、授業で紹介する酔象調伏や、前世の

物語（ジャータカといいます）の中でも人気の高

い「六牙象本生」などがあります。比較的身近に
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いる巨大な動物が、神聖視されるのは自然なこと

のようにも思います。日本にもし象がいたら、や

はり神聖なものとなったのではないでしょうか。

アイヌの人々も熊をそのように扱っていますし、

「神様の使い」のような動物は、世界中でいろい

ろいると思います。白についても決定的な理由は

わかりません。また「白は神聖さを表す」という

ような普遍化も、いささか乱暴でしょう。しかし、

日本でも白い蛇を神聖視したり、いろいろな地域

で白いライオンや虎のような白い動物が物語の主

人公になったりすることを考えると、ある程度の

広がりがあるようです。医学的には「アルビノ」

というようですが、稀少なことと白という色その

ものが、理由として考えられます。 

 

結局、ガンダーラとは何なのですか。 

ガンダーラとは地名です。インド西北部で、現在

のパキスタンを中心に、インドやアフガニスタン

にも一部重なります。紀元前後頃から仏教の造像

活動が始まり、仏像が誕生したところとして有名

です。授業でも紹介したように、ギリシャやロー

マ世界などのヘレニズム的な雰囲気をそなえた仏

像が特徴です。 

宮治 昭 1996 『ガンダーラ 仏の不思議』講

談社。 

 

ナーガールジュナって人いますよね。地名と何か

関係あるのですか。釈迦の骨って本物なんですか。

インドの女性像ってすごく色っぽい。というか像

がみんなスタイルがいいなと思いました。 

はじめのナーガールジュナは、日本では龍樹とよ

ばれるインド仏教の高僧です。大乗仏教の基本的

な観念である「空（くう）の思想」を理論化、体

系化した人物で、インド思想史上でも最重要人物

の一人です。地名のナーガールジュナコンダは、

この人物名に関係があると昔から言われています

が、ここが出身地であったとか活躍したという決

定的な証拠は残っていません。一般に南インドが

龍樹の活動領域だったようなので、実際に関係が

あったのかもしれません。釈迦の骨については、

具体的にどれを指しているかわかりませんが、本

物かもしれませんし、本物ではないかもしれませ

ん。伝説では釈迦が涅槃に入ったあと、荼毘に付

してその遺骨を 8 つに分けて仏塔を建立したと言

われています。したがって、釈迦の骨が存在した

ことはたしかなのですが、現在、舎利（しゃり、

釈迦の遺骨のことです）と言われているものが、

本物かニセモノかは、科学的なレベルで判断でき

るかもしれませんが、信仰のレベルではほとんど

意味がないでしょう。それよりも、舎利に対する

信仰は、「もうひとつの仏教史」とでも呼ぶこと

ができる興味深いものです。たとえば、ある時期

のインドから中国への輸出品（！）には、この舎

利がたくさんあったことが伝えられていますし、

日本では、平安時代、世の中が豊かなときには、

舎利が自然に増えるという信仰もありました。舎

利と仏塔の関係については、仏塔のところで取り

上げる予定です。最後の女性についてのコメント

は、まったくそのとおりです。日本の仏像で豊満

な女性像というのはあまり見ませんが（ないわけ

ではないのですが）、仏教の女尊を含め、一般に

インドの女神像は豊満な肉体表現を取ります。胸

や臀部が強調されたり、逆に腰が極端にくびれて

います。身に付けている服装も肌に密着したもの

が多く、体の線がさらに強調されています。性的

なイメージをふくめ女性美をどのように表現する

かも、文化的な背景に大きく依存しています。 

 

お釈迦様って人から生まれたのですか。人間は仏

陀になれるの？ 右の脇から生まれたのは、やっ

ぱり人間と同じ生まれ方はタブーだから？ 

釈迦の母は摩耶夫人（まやぶにん）で、父は浄飯

王（じょうぼんのう）といいます。摩耶夫人が釈

迦を宿したのは、授業でも紹介したように、兜卒

天（とそつてん）から白い象となった釈迦が降下

して、右脇から入ったからと言われます。キリス

トと処女懐胎のマリアとの関係に少し似ています

ね。なぜ右脇であるかはいろいろ解釈があります

が、よくわかりません。キリスト教やギリシャ世

界で、同じような神話や伝説があることを指摘す

る研究者もいます。タブーというよりは、積極的

な神話化と見られますが、古い時代の文献からこ
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のエピソードは見られますから、かなり早くから、

そう信じられていたようです。なお、キリスト教

世界におけるマリア信仰のように、仏教での摩耶

夫人信仰もあります。そのような意味では摩耶夫

人もただの人ではありませんね。 

 

仏像をたくさん作る仏教と、偶像崇拝を禁止する

イスラムでは、根本的に何が違うのですか。 

仏教とイスラム教との間では、教理、思想、儀礼、

聖典、神々の体系、信仰している人と地域などな

ど、あらゆるものが違います。しかし、授業でも

説明したように、仏像を量産する仏教と、偶像崇

拝を禁止するイスラムとは、一見すると正反対の

ような感じですが、いかにして「聖なるもの」を

表現するかという点では、同じように努力をして

います。それぞれの宗教の持つ特異性とともに、

あらゆる宗教に見られる普遍性を扱うのが宗教学

です。そのためには柔軟な思考法が必要です。な

お、インドといえば仏教というのが日本人の固定

観念ですが、現在のインドには仏教徒はほとんど

いません。その一方で、ヒンドゥー教に次ぐ人口

を占めるのがイスラム教徒です。中世のムガール

帝国以来、イギリスの植民地統治まで、インドで

支配者として君臨してきたのも彼らイスラム教徒

でした。 

 

同じ神様の中にも、一般市民用みたいな下級神と

かあるんですね。そうゆうのって最初に作られた

ときから、一般市民用だったんですか。顔がなか

ったり、顔だけの仏像がありますが、それはなぜ

なんですか。 

ヤクシャや樹神、ナーガ（龍）のようなものが下

級神に相当しますが、これらは古くからインドの

人々に信仰されてきた「聖なるもの」です。仏教

が登場したというのは、その上にかぶさったよう

なものなのです。仏塔などの初期の仏教美術で、

このような下級神がたくさん表されているのは、

仏塔を造ったり、信仰していた人々にとって、最

も身近な信仰の対象だったからです。一般市民用、

僧侶用というような使い分けがあったわけではな

く、人々の信仰体系が重層的だったと見るべきで

しょう。これは、別にインドに限ったことではな

く、日本でも仏教、神道、民俗的な宗教（ムラの

習慣）などが重なって存在しています。顔がない

仏像は、意図的に破壊されたものも、自然に壊れ

たものもあると思います。意図的なものはイスラ

ム教徒によるものが有名です（最近でもバーミヤ

ンの大仏がありました）。首や腕は折れやすいの

で、保存状況がよくないと、たいてい最初に壊れ

るところです。 

 

初期のインドの仏教では、釈迦を人ではなくても

のにたとえるということで、木にたとえてあった

りしたけれど、木にたとえられているのは何か意

味があるのかと思った。木は神聖なものだったの

でしょうか。 

樹木崇拝は世界的に見られますが、インドでも古

くからあり、現在でもインドに行くと多くの聖樹

を見ることができます。釈迦の人生の中で重要な

事件が起きたときには、しばしば樹木が登場しま

す。誕生の時に摩耶夫人は無憂樹という木に左手

でつかまりますし、悟りを開いたときは菩提樹、

涅槃の時には沙羅双樹（『平家物語』の冒頭で有

名）が舞台になります。これは単なる偶然ではな

く、樹木信仰と当時の仏教が密接な関係にあった

ことを示すと考えられています。 

 

洋の東西を問わず、聖なる存在は光背（光輪？後

光？）を持つというイメージがあるようだが、な

ぜだろうか。（太陽のイメージを持つということ

だろうか） 

たしかに光は聖なる存在と密接に結びついていま

す。宗教以外でも「威光」とか「栄光」のように

偉人や高貴な人物とも関連します。また、後光が

あるのは仏の身体の色が金色で光を放っているか

らで、このことは仏の身体的特徴（金色相＜こん

じきそう＞といいます）のひとつとしてもあげら

れています。宗教図像の場合、さらに光は霊的、

神的なものの表現としてしばしば見られます。こ

れはおそらく、神秘体験や宗教体験がしばしば光

をともなうことにも関係すると思います。ヨーガ

や瞑想などで、理想的な境地に到達すると、一種
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の「光」を体験するようです。悟りと光は密接な

関係を持っているのです。われわれにとっての光

は「明るい」「暖かい」といった程度のものかも

しれませんが、闇に覆われていた近代以前の人々

にとって、光はもっと切実なもの、不思議なもの

だったはずです。また、光は聖なるものとの媒体

ともなります。われわれは仏像やイコンなどの聖

なるイメージを見るときには、光がかならず必要

です（暗闇では見られませんから）。古代や中世

の人々が教会や伽藍でこれらのイメージを見ると

きに、そこに介在する光は聖なるイメージそのも

のが放つエネルギーのように感じられたかもしれ

ません。宗教美術を考える上で、光はさまざまな

問題をはらんでいるようです。 

 

「大乗仏教」と「小乗仏教」の大と小は何が大小

なのですか。何も知らなくてすみません。これか

ら徐々にわかっていきたいです。 

質問の内容はどんなに基本的なことでもかまいま

せんので、気にしないで記入して下さい。さて、

仏教とは悟りを獲得するための教えです。悟った

人が仏陀なので、仏陀になることを目的とする宗

教ということができます。われわれと仏陀の間に

物理的な距離が設定し、そこに至るための「乗り

物」の大きさが、大乗仏教と小乗仏教の大小です。

悟りの世界に到達する乗り物（手段）が、大乗は

とても大きいということです。ただし、この名前

からわかるように、小乗よりも大乗の方がいいに

きまっています。これは、「小乗」という呼び名

が「大乗」の側から付けられた一方的なものだか

らです。実際に「小乗仏教」と一般的に呼ばれる

ものは、「上座部仏教」と呼ぶべきもので、現在、

スリランカや東南アジアでおもに信仰されていま

す。ところで、大乗仏教な立場からは、小乗仏教

は自己中心的な宗教のようにとらえられますが、

実際はそれほど単純ではありません。大乗仏教で

は誰もが「菩薩」（ぼさつ）になって、悟りを得

ることができるとしますが、そのかわり、菩薩の

修行期間をとても長く設定します。その一方で、

上座部仏教では悟りを開く（阿羅漢になるといい

ます）ことは、ごく限られた人だけですが、大乗

仏教のように長期の修行期間を必要としません。

また、それ以外の人、たとえば在家の人は悟る可

能性がないのかといえば、現世では布施などで功

徳を積んで、来世でそのようなエリートとして生

まれ変わることでそれを可能にします。自己中心

的なだけの宗教が二千年以上も生き続けることは

できないのです。 

 以下の文章は、別の授業で密教、大乗仏教、小

乗仏教の関係を説明するために使ったものです。

参考までにあげておきます。 

 

◎密教は伝統的な仏教とどのような関係にあるの

か 

 一般に密教は大乗仏教の中から生まれた（ある

いは変質した）といわれるのですが、必ずしもそ

れだけではありません。仏教を含めほとんどの宗

教は教えと実践という二つの要素を持っています。

教え（教理）の面からは、密教は大乗仏教の直接

の後継者であり、むしろ特別な発展をもたらすこ

とはほとんどありませんでした。問題はもう一方

の実践面です。大乗仏教にとっての理想的な実践

をあらわすことばに「自利利他円満」があります。

自分自身の知的なレベルの向上と、他者への働き

かけ、具体的には慈悲による救済がともにそなわ

ることによって、はじめて悟りが可能になるとい

うことです。「上求菩提、下化衆生」と言った場

合も同様です。これは悟りを求める努力と、衆生

つまり一般大衆を救済する慈悲を表すことばで、

菩薩がなすべきこととしてあげられます。上と下

という方向を表すことばが含まれているのも、こ

のような菩薩の持つ二面性をよく表しています。 

 菩薩そのものの説明もしていなかったので、補

っておきますと、悟りを開くために（つまり仏と

なるために）努力するものを意味し、本来は悟る

までの釈迦を指していましたが、大乗仏教ではそ

のような努力をするあらゆる仏教徒が菩薩とみな

されます。「誰でも菩薩」というのが大乗仏教の

テーゼなのです。そして、すでに述べたような

「他者への働きかけ」が、従来の仏教（つまり初

期仏教や上座部仏教など）よりもはるかに重視さ

れました。このような実践はきわめて長い時間を
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必要とするものでした。三阿僧祇劫（さんあそう

ぎこう）と呼ばれる無限に近い時間、菩薩の実践

を行わなければ悟ることができないともよく言わ

れます。極端な場合、理想の菩薩は他の人々がす

べて悟りを開くまで、自分自身は悟りをあえて開

かないのだという経典もあります。誰でも菩薩に

なることはできても、その次の仏になるのはほと

んど絶望的な状況を大乗仏教は設定しているので

す。その背景には仏の絶対性や超越性を押し進め

られた仏陀観の変化もあります。 

 これに対し、初期の仏教経典は、釈迦から直接

教えを聞いた者たちが、釈迦と同じ悟りを開いた

ことをしばしば伝えています。上座部仏教の場合、

釈迦と同じではありませんが、それにきわめて近

い阿羅漢（あらかん）という存在になることは可

能としています。そのためには戒律の遵守や高度

な瞑想、きびしい修行などが必要ですし、誰でも

それができるというわけではありません。しかし、

大乗仏教のように、ゴールが見えない世界とは違

うのです。このような枠組みの中で密教の実践を

考えた場合、選ばれた者のみが瞑想やヨーガなど

の神秘体験を通して、現世で悟りを開くことがで

きる（即身成仏）というのは、救済の形式として

は大乗仏教よりも伝統的な（あるいは保守的な）

仏教に近いのです。見方によっては、密教は大乗

仏教の枠組みを逸脱し、近道を見つけたようなも

のかもしれません。ちなみに、同じ大乗仏教の枠

組みを別の方法で壊したのが、浄土教です。仏の

絶対性を究極にまで高め、その慈悲のみによって

衆生が救済されるという考え方をします。絶対他

力という言い方もしますが、大乗仏教一般から見

れば、一種の「開き直り」にも見えます。これに

あわせて密教をとらえれば「おきて破り」とでも

言えるでしょうか。いずれにせよ、宗教の実践に

見られる二方向性、つまり自己自身への努力と、

他者への働きかけは、仏教の修道論や救済論を考

える上できわめて有効な枠組みとなるのではない

かと思います。 

 

 

3. パーラ朝期の密教 
 

 

高校の世界史の授業でよく耳にした「ナーランダ

ー僧院」をはじめて目にした。こんなに大きくて

立派なものだとは知らなかった。この授業を取っ

ていなかったら知ることなく終わっていたのかな

ぁと思うと得した気分になる。エジプトではピラ

ミッドを作ったように、国家事業で巨大な僧院を

作ったのかと思うと、また改めて仏教の偉大さを

感じる。 

「得した気分」というのはたしかにそのとおりか

もしれません。同じ授業料を払っているのですか

ら、できるだけたくさんの知識を学んだ方が得で

す。高校までの知識は体系的ではあっても表層的

で、なかなか特定のテーマを深く学ぶことはでき

ません。教養の授業にはさまざまな分野やテーマ

があります。せっかく大学に入ったのですから、

自分の専門以外のことをいろいろ学んで下さい。

私の授業ではスライドで仏像などをたくさんお見

せしていますが、できるだけ質のよいものを選ぶ

ようにしています。その方がよいものを見極める

目がそなわるからです。巨大な寺院や建物はたし

かに国家的なレベルで建造されることが多いでし

ょう。日本でも東大寺の大仏殿に代表されるよう

に、壮大な伽藍は政権のバックアップなしでは作

り出せません。しかし、そのことがかならずしも

仏教の偉大さを示すものではありません。むしろ、

国家や政権と結びついた宗教はしばしば危険な様

相を示します。イラク戦争におけるブッシュ大統

領とキリスト教などは、最近のマスコミでもよく

取り上げられます。また、建物を作る指示を出し

たのは為政者であっても、その制作に実際に携わ

ったのは無数の民衆であることも、忘れてはいけ

ないと思います。 

 

酔象調伏の絵を見て、ひとつの絵に時間的に異な
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る状況を描くというのは、日本の絵巻の中にも似

たような表現があったような気がして、何か関係

があるのだろうかと思いました。（森注・他にも

日本の絵巻物との関連を指摘してくれた方が数名

いました） 

ご指摘のとおりで、ひとつの絵に時間的に異なる

状況を描く「異時同景図」は、日本の絵巻物の常

套手段です。詞書きなどで切れ目を示すこともあ

りますが、基本的にひとつの画面に複数の時間帯

を表します。そのため、登場人物がひとつの画面

に何度も現れることになります。しかし、このよ

うな手法は、けっしてインドの仏教美術や日本の

絵巻物に限られているものではなく、説話的な内

容を持つ絵画に普遍的に見られるものです。ヨー

ロッパの絵画はもちろん、未開民族の素朴な絵な

どにも広く現れます。むしろ、特定の決まった瞬

間の、特定の視点のみから見た状態を描くという、

われわれが学校の写生などで描く方法は、きわめ

て特殊な絵画なのかもしれません。発想の転換が

必要なのです。次の文献は、絵画とは現実を切り

取ったものではなく、フィクションつまり架空の

ことであるという視点からの、興味深い文献です。

ちなみに執筆者の一人は建築家です。 

千野香織、西 和夫 1991 『フィクションとし

ての絵画』ぺりかん社。 

 

仏教の世界では天上界と地上界とあと何があるの

ですか。 

「三界」とまとめて呼ばれ、欲界、色界、無色界

からなります。地上や地獄、一部の天は、はじめ

の欲界に含まれます。仏教の宇宙観については、

仏塔の時に詳しくお話しします。 

 

「菩薩」という言葉を今までよく聞いてはいたけ

ど、仏になるために修行していると聞いて奥が深

いなぁと思った。そういう階級みたいなものはど

れくらい仏教の世界にあるんですか。 

仏教の仏たちの世界の内容については、次回の

「仏教のパンテオン」で取り上げますが、上から

順に仏（如来）、菩薩、女尊、明王、天などがグ

ループ名としてあります。これの前に固有名詞で

ある釈迦や観音、不動などがつきます（釈迦如来、

観音菩薩、不動明王）。余計なことですが、皆さ

んの出席カードのコメントに「奥が深い」という

表現がよく現れるのがおもしろいと思います。と

くに宗教を対象にしているからかもしれませんが、

どんな学問も基本的に「奥が深い」ものですし、

反対に「底の浅い」と言われれば、当然、あまり

うれしくありません。しかし、何がどのように

「奥が深い」のか、なぜそう思うのかというとこ

ろまで踏み込んで考えると、問題意識がより明確

になります。 

 

また寝てしまった。涅槃に入ったものとみなして

下さい。マトゥラーの仏塔の目は全開でしたが、

普通のは半開きで、上は天界、下で人間界を見て

ると聞いたのですが、マトゥラーのはどうなんで

すか。 

世の中にはたくさん仏像の入門書や仏像辞典のよ

うなものがありますが、ときどきあてにならない

ものや、かなりあやしいものも見られます。それ

を有名な学者や仏師が書いていることもあります。

仏像の目が半開きであることの説明に限らず、い

ろいろな解釈が仏像の姿や形にあたえられるのは

しかたがないのですが、それがどこまで妥当であ

るか、その典拠は何かを確認することが学問とし

ては必要です。なお、涅槃に入っでも、できるだ

けはやく娑婆世界に戻ってきてくれるとありがた

いです。 

 

チベット仏教は密教なのかと疑問に思った。イン

ドから伝わった仏教が個々の地域性によってかわ

ることはあるのだろうか。 

チベット仏教イコール密教ではありませんが、チ

ベットの仏教のほとんどの宗派は、密教の要素を

持っています。とくに「古派」という意味のニン

マ派は顕著です。インドで生まれた仏教がアジア

諸地域でどのように受容され、変容していったか

は、アジア各地の仏教を考える上で大きな問題で

す。それぞれの地域でのあり方が、その地域の

人々の文化や宗教観を如実に示すからです。次の

ような叢書もあります。 
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『佛教の受容と変容』全 5巻 佼成出版社。 

 

母の摩耶夫人は釈迦を産む前は普通の人だったの

ですか。釈迦を産んだのだから、人ではないかも

しれないが、産んだことによって神となったので

あれば、人でも神でもないのですか。 

基本的に摩耶夫人は人です。インドでは輪廻思想

が基本で、人も輪廻するのですが、神々の世界も

輪廻の中に含まれています（天といいます）。摩

耶夫人は釈迦を産んだあと数日でなくなり、次に

生まれ変わったのが天界だったのです。その時点

では神になっています（キリスト教やユダヤ教的

な意味の神ではありません）。ただし、前回の回

答でもふれたように、摩耶夫人信仰はたんに釈迦

の母であることや、天の住人であるというだけで

はなく、「母なるもの」であることが重要だった

ようです。その結果、摩耶夫人への単独の信仰や

さまざまな神話を生み出しました。八相の中の三

道宝階降下のエピソードも、その一つです。また、

釈迦が涅槃に入る直前に、摩耶夫人が天からおり

てきて、これに対して、臨終の釈迦が起きあがる

という物語も、経典の中にあります。この話はわ

が国で「釈迦金棺出現図」という有名な絵画をう

みました（国宝・京都国立博物館所蔵）。 

 

今日の講義には関係ないんですけど、仏教はイン

ドで生まれたのに、今のインドはイスラムかヒン

ドゥー教だったと思うんですけど、どうして仏教

誕生の地が違う宗教にかわってしまったのですか。 

簡単に言ってしまえば、インドの宗教の中で仏教

は異端の宗教だったからです。それは仏教が最高

神の存在を認めず、あらゆるものの実在を否定し

たからです。逆に、インドで正統的な宗教は、ブ

ラフマンと呼ばれる宇宙の根本原理や、ヴィシュ

ヌやシヴァのような人格神を認めています。そし

て、この世界を、このような神々が顕現したもの

と考えます。仏教がなぜインドから姿を消してし

まったのかという限定的な問題については、さま

ざまな説があります。たとえば、イスラム教の侵

攻、支持基盤の喪失、ヒンドゥー教との違いが不

明確になったことなどがあげられます。 

 

三十二相がすべて表現された仏は存在しないので

すか。この三十二相はいつ頃から考えられたとか、

それぞれに意味はあるのかとか、わかっているの

ですか。32 という数には意味はあるのですか。33

は重要な数だとは聞いたことがあるのですが。 

三十二相の中には実際に表現できないものや、具

体的な形態ではないものも含まれています。肉髻

や螺髪のように比較的、表現しやすいものを中心

に、一部が実際の仏像に表されていると見るべき

でしょう。三十二相は「阿含」（あごん）とよば

れる初期の仏教経典にも現れ、かなり早い時期に

成立したようです。大乗仏教の多くの経典にも登

場しますが、三十二相の内容は文献の間で必ずし

も一定しないようです。仏教辞典などでは『大智

度論』のような、かなり後世の百科辞典的な文献

にあげられている三十二相をしばしば紹介してい

ます。32 という数の意味は、経典などには明記さ

れていないようです。一般的な解釈ですが、32 は

は 2 の 5 乗という「整った数」なので、一種の聖

なる数とみなされたのでしょう。仏教には四諦八

正道や十二支縁起、菩薩の十地のように、重要な

項目に数がしばしば現れます（というより、むし

ろ数が限定されていないものがほとんどありませ

ん）。とくにどの数を仏教が重視したということ

はないようです。 

 

三十二相のうちの白毫相では、なぜ眉間の白毛は

右旋なのですか。仏像でも釈迦の従者も左右にい

ますが、仏教において右や左はそれぞれ何かの意

味を持つのでしょうか。また、32 や 80 などの数

は 7 のような意味を持つのですか？仏教ではあま

り偶数を好まず、奇数を大事にすると聞いたこと

があるので不思議です。 

基本的にインドは右を左よりも優位におきます。

これはインドに限らず、世界中でほぼ普遍的に見

られることです。この問題を扱った人類学の古典

的な著作に、エルツの『右手の優越』という本も

あります。釈迦の時代のインドでは、高貴な人に

対し、右遶（うにょう）という挨拶の方法があり

ます。対象が自分の右にくるように、右回りに回
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ります。このような対象には釈迦のようなものば

かりでなく、仏塔などの建造物もあてはまります。

仏塔の周囲には右遶道と呼ばれる道があり、信者

はその周りを右回りに回って礼拝したようです。

脇侍の位置ですが、実際の作例を見る限り、とく

に左右に優劣を付けているのではないようです。

数については、すでに上でも述べたように、仏教

ではいろいろな数が登場しますが、とくにどの数

字が重要であるということはありません。37、64、

108 などは、例外的によく知られた重要な数です。

仏教が奇数をとくに大事にするということはない

と思います。 

 

「仏は何を食べても最上の味である」と三十二相

の味中得上味相にありましたが、仏は何を食べる

のですか。 

何を食べるのでしょうね。釈迦を含む当時の出家

者集団は、托鉢によって食事を得ていましたから、

釈迦だけが特別なものを食べていたわけではあり

ません。実際は悟っているのですから、何も食べ

なくてもいいのかもしれませんが、仏典ではあち

こちで布施として食事をもらっています。涅槃、

つまり亡くなる直前には、チュンダという信者か

ら特別な食事をもらって食べるのですが、その後、

体調を崩したことになっています。合理的に考え

れば、もう 80 歳の年寄りだったのですから、な

れないものを食べたのがよくなかったのかもしれ

ません。このときに食べ物の内容は、キノコとか、

豚肉とかいろいろな解釈があります。このエピソ

ードを含む『涅槃経』は、釈迦の最期を淡々と記

述する経典で、読むものの胸を打ちます。 

 

仏教が一神教ではなく多神教なのは、キリスト教

やイスラム教とルーツが違うからなのですか。 

キリスト教とイスラム教、そしてそれらよりも古

いユダヤ教は兄弟のような関係にある宗教で、ま

とめて「砂漠の宗教」とも呼ばれます。いずれも

至高的な存在として絶対神をたてる点がが共通し

ています。仏教はこれらとは明らかに成立の背景

も性格も異なる宗教です。ただし、宗教の入門書

などで宗教を分類して説明するときに、一神教と

多神教という区別はよく目にしますが、ひとつの

宗教をこのうちのいずれかに分類するのは、実は

かなり困難です。仏教でもパンテオンの総体を見

れば多神教とすべきでしょうが、これらのすべて

の仏は大日如来に帰一するというような立場をと

れば、一神教になります。このような仏教におけ

る絶対的な存在を「法身」（ほっしん）といいま

す。 

 

インドの仏像は仏のまわりにたくさん人がいるな

と思いました。でも坊主の人（僧）はいないなぁ

と思いました。仏塔を仏塔でデザインすることに

はどんな意味があるのですか。 

たしかに、バールフットの三道宝階降下の浮彫な

どでは、当然いるべき出家者たちが表されていま

せん。釈迦を人間的な表現では表さないことと、

このことを結びつけて考える研究者もいますが、

その理由ははっきりわかりません。ただし、ガン

ダーラでは釈迦のまわりにしばしば弟子たちの姿

が表されます。仏塔を仏塔で装飾することの意味

も、明確ではありません。とくにアマラヴァティ

ーとナーガールジュナコンダという南インドの遺

跡で流行したようです。仏塔という装飾モティー

フそのものはサーンチーやバールフットなどの北

インドの仏教遺跡でも好まれましたが、入れ子式

にはなっていません。南インドの仏教徒たちは独

特の仏塔観を持っていたのかもしれません。 

 

密教においては釈迦は如来の一部としてマンダラ

によく描かれますが、大日如来の変化法身として

の存在を釈迦とするのであれば、密教は「仏教」

とはいえないのではないでしょうか。密教が仏教

である理由を知りたいです。 

釈迦と大日如来の関係は、仏教における「仏身

論」になります。大乗仏教で真理そのものを仏と

みなした「法身」が現れると、歴史上の釈迦は

「変化身」あるいは「応身」となります。これは

法身が実際に人間の姿をとって衆生の前に現れた

ものです。このほかにも「報身」とよばれる阿弥

陀如来のような仏もいます。大乗仏教の仏身論は、

空間的にも時間的にも無限の世界に現れる無数の
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仏たちを、どのように関係づけるかを追求した結

果です。密教の仏陀観も基本的に、このような大

乗の仏身論を継承したものです。密教が仏教であ

る理由は、彼ら自身がそのように主張したからで

すし、教理的には大乗仏教の伝統をそのまま受け

継いでいます。ただし、大日如来のような一種の

人格神をたてたのは、本来の仏教からは逸脱して

います。私の先生のひとりは、密教はヴェーダー

ンタ（インドの正統的哲学学派の名で、梵我一如

を主張する）と何ら変わらないと言っていました。

なお、釈迦を中尊とするマンダラはほとんどあり

ません。胎蔵マンダラには釈迦院があって、その

なかに釈迦も描かれますが、どちらかというと脇

役のような部分です。 

 

パーラ朝の仏教は、僧院を中心としていたが、他

の王朝では仏教の中心はどこなのか。 

パーラ朝以前でも僧院を中心としていました。た

だしパーラ朝の僧院は、それまでのものとはくら

べものにならないほど規模が大きく、しかも王朝

の支援のもとで活動していたようです。逆に、王

朝の衰退が、インドにおける仏教の弱体化をもた

らしたようです。 

 

5 月 4 日に両親が京博に行ったのですが、すごい

人で、ゆっくり仏像等が見られなかったそうです。

父親は途中で挫折したそうです。行くか行くまい

か考えてしまいました。いろいろな意味で。 

それは残念でした。先週「招待券あります」と宣

伝した二つの展覧会のうち、京博の「空海と高野

山」展のチケットは、研究室にわずかしか残って

いなくて、希望者の方に十分分けることができず

残念でした。もう一方の「マンダラ---チベットと

ネパールの仏たち」は、まだかなり残っています

ので、希望者は文学部の研究室まで来て下さい。

仏像の展覧会は静かなところでゆっくり見たいも

のですね。話題の展覧会になってしまうと、なか

なかそれはかないませんが。「空海と高野山」展

はこの先 1 年近くかけて、東京、名古屋、和歌山

を巡回します。名古屋や和歌山あたりは穴場では

ないかと思います。機会があればそちらへどうぞ。 

 
 

4. 日本密教の源流？ 

 
 

同じ仏教だからインドと日本の仏像が似ていて当

たり前だと思っていたけど、よく考えたら、何千

キロもさまざまな民族を経由してもイメージが伝

わっているのはすごいことだと思った。 

前回の授業のテーマは「似てる？似てない？」で

した。感想やコメントにも「よく似ていて驚い

た」というものが多かったようで、似ていること

を実感できてよかったと思います。授業でも考え

てもらいましたが、インドから日本に仏像のイメ

ージが伝わる間には、気の遠くなるような距離が

あるにもかかわらず、よく忠実に伝えられたもの

だと思います。直線距離であれば、ネパールから

中国へというのが一番短いでしょうが、ヒマラヤ

を越えられなければならないので、授業でお話し

したような迂回路を取ります。シルクロードとし

て有名ですが、南海を経由するルートも「海のシ

ルクロード」として知られています。いずれにし

ても、飛行機もインターネットもない千年以上前

のことなのです。「似ているか似ていないか」と

いうだけの問題であれば、結論は簡単ですが、こ

のような状況の中でなぜ似ていることが可能であ

ったのか、そもそも、似ているのはどういうこと

なのか、逆に似ていないものがあるのはなぜか、

などの問題を今回少し考えてみます。 

 

インドと日本はものすごく離れているのに、よく

似た仏像がたくさんあってびっくりしました。日

本独自の仏像は少ないみたいですが、日本がイン

ドの仏像をまねて作ったのですか。それとも仏像

を作る上でマニュアルみたいなものがあるのです
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か。 

前の方とよく似た感想ですが、後半の「マニュア

ルみたいなもの」についても今回取り上げます。

仏教はそもそも外来の宗教なので、日本独自の仏

像はたしかに少ないのですが、神道や民間信仰と

混淆して、日本固有の神格もいくつか現れます。

また、仏教の仏と神道の神が本来は同一のもので

あるという「本地垂迹説」なども登場します。

「聖なるもの」についての考察は、いつの時代で

も宗教の中心的な課題です。 

 

仏像の足の下にはなぜいつも人や馬、龍などの像

があり単独の仏像はないのか。 

単独の仏像はないわけではありません。しかし、

仏教も含め、インドの神の像に、動物や人物を台

とするものが多いのもたしかです。降三世明王が

二人の人間を踏みつけていることに、驚いたとい

うコメントもありました。踏まれているのはヒン

ドゥー教の神のシヴァとその妻です。たしかに異

様な姿ですね。仏教の神がヒンドゥー教の神より

も優位にあることを表すのですが、インドの美術

の伝統から見ると、それほど単純ではないようで

す。これについては教科書の最後の章で考察して

いるので、読んでみて下さい。授業でも終わりの

方で取り上げる予定です。 

 

素朴な疑問なのですが、インドで起きた仏教は長

い長い道のりを経て日本にたどり着きました。そ

れまでの過程で伝わったはずの仏教は、他国では

儒教やキリスト教へとかわっていて、ほとんど残

っていないのに、どうして日本ではこんなにも深

く受け入れられたのでしょうか。日本人の気質や、

もともと、多くの神や仏を信じていたためですか

（今になってとても不思議でしかたありません。

しかも、細かな点までよく似ているので、すごい

ことです）。また、仏像の姿などを忠実に伝承し

ているのに、インドではそうでない従者などが日

本で観音となったりと位が変化するのはなぜです

か。本でも猪は出てきますが、なぜ猪である必要

があるのですか。 

なぜ仏教は日本で受容され、根付くことができた

のかというのは大きな問題です。指摘されている

ように、日本人固有の宗教観や心性もその理由に

挙げられるでしょう。あるいは、仏教が国家権力

と結びついたことも大きな要因でしょう。仏教の

伝来そのものも国家的なレベルのことでしたし、

奈良時代や平安時代の仏教が朝廷や貴族と密接な

関係を持っていたこともよく知られています。現

在の日本仏教のかなりの宗派は、鎌倉時代に現れ

たいわゆる「鎌倉新仏教」にその起源を持ってい

ます。これらの仏教は「庶民のための仏教」のよ

うにしばしばとらえられますが、けっして国家や

権力と無縁だったわけではありません。もちろん、

宗教とは個人の信仰を基礎においたものですから、

民衆の観点からの考察も必要です。ところで、東

南アジアやチベットなどでは、現在でも仏教は生

きていますし、日本以上に人々の生活に密接に関

係しています。しかし、その一方で、日本と同じ

ように、国家レベルで仏教が導入されたり、既存

の土着的な宗教と結びついたにもかかわらず、現

在ではほとんど姿を消した地域もあります。いず

れにしても容易に答えを出せる問題ではありませ

んので、自分でもいろいろ考えてみて下さい。仏

の世界の位の変化については、今回取り上げます。

猪については、「なぜ猪？」という質問が他にも

見られました。教科書の「大日如来」の章でも取

り上げられていますが、太陽や絶対者と結びつい

た動物と考えられています。もっとも「なぜ猪で

なければならなかったのか」という疑問は残りま

すが。 

 

本を読んで授業を受けるとよりわかりやすくなり

ました。今回、レポートを書いてみてよかったと

思います。インドからはるばる日本まで忠実に伝

えられているところがすごいと思った。 

レポートの課題は負担に思う方も多いでしょうが、

読むのと読まないのとでは、実際の授業の理解が

まったく違ってきます。そのため「書いてみてよ

かった」と思ってもらえるのはうれしいことです。

「授業の前に読んでおきなさい」という指示程度

でもいいのですが、なかなかそれだけでは、読ん

でもらえないので、課題にしています。自分で言
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うのも何ですが、各章ごとにまとまりをつけつつ、

全体でも流れができるように構成されるなど、け

っこうよく考えて書いてある本です（少し誤植が

あるのが申し訳ないのですが）。 

 

現在のインドの人々は、大多数がヒンドゥー教を

信仰している中で、「密教」を信仰している人々

はいるんですか。 

ほとんどいません。ただし、インドの内部にはカ

シミールやシッキムのようなチベット文化圏が含

まれますので、その地域では密教の要素を含むチ

ベット仏教が信仰されています。中世のインド密

教の伝統は、インドの国内ではほとんど消滅して

います。13 世紀の初頭にはほぼ壊滅状態になった

ようですが、その後しばらくは持続したようです。

現在のバングラデシュには、その流れを汲む宗教

が現在でもわずかに残っているそうです（詳しい

ことはわかっていませんが）。なお、インドの宗

教はヒンドゥー教と考えがちですが、イスラム教

徒が人口のかなりを占めますし、キリスト教もさ

かんです。 

 

・釈迦の八相図等を見ていると、年齢による身体

の変化が見受けられません。どうしてでしょうか。 

・女尊と他の仏たちの肉体、容姿にあまり違いを

「胸以外」感じません。どうしてなんでしょうか。 

・これは授業とはまったく関係ないことなんです

が、私は「スジャータ」のトラックを見たことが

いっぱいあるんですが、製品はあまり見たことあ

りません。微妙です。（これは見なかったことに

して下さい） 

・「涅槃」と「入滅」はどう違うのでしょうか。 

年齢による身体の変化が見られないのは、インド

における宗教図像の特質として重要だと思います。

われわれは絵画や彫刻などの芸術品を、対象に似

ていること、たとえば「ほんとうにそっくり」と

か「まるで生きているようだ」と思うことを、ひ

とつの理想と考えがちです。これは「写実性」

「リアリズム」ということばでも呼ぶことができ

ますが、宗教美術に関しては、必ずしも重視され

ません（宗教美術以外でも同様なことはありま

す）。むしろ、決められた形式を守ることの方が

「聖なるもの」を表現するのにふさわしいと考え

ることが多いのです。これは、仏教だけではなく、

キリスト教などの他の宗教美術でも認められるこ

とです。キリスト教美術の場合、ルネッサンスに

おいて、ギリシャ彫刻のような古典世界的なイメ

ージが支配的になったという、特殊な条件があり

ます。このような宗教美術にみられる形式性の重

視は、以前取り上げた「聖なるものの象徴的表

現」や、前回の「なぜ似てるのか」とも結びつく

問題です。女尊をふくめ仏たち相互のイメージが

あまり変わらないことについては、次回の授業で

考える予定です。「見なかったことに云々」と言

われると、よけいにコメントしたくなりますが、

スジャータはたしか「名古屋製酪」（あるいは略

称の「めいらく」が会社名？）という会社のコー

ヒー・クリーマーの商品名だったと思います。最

近は他の会社のものに押されてシェアがあまりな

いのかもしれません。名古屋の会社なので、地域

的なかたよりもあるのかも。どうでもいいことで

すが、以前に私の住んでいた近くにこの会社の工

場があったので、数十台のトラックがならんでと

まっているところをよく見ました。最後の質問の

「涅槃」と「入滅」は同じことです。 

 

マンダラの仏との比較がおもしろかった。本物で

なくてもいいから、カラーでじっくりマンダラを

見てみたいと思った。ところで馬頭と同じように

牛頭の仏はいるのですか。 

マンダラは授業の中で取り上げます。そのときに

全体像や構造、意味するものなどをお話しします。

本物のマンダラは展覧会などでときどき見ること

ができます。以前から紹介している京博の「空海

と高野山」展では、有名な血曼荼羅をはじめ、何

点か出ています。写真集や美術書でも見ることが

できますので、図書館などで探してみて下さい。

私の研究室の文学部比較文化研究室にも何点かあ

ります。牛の頭の仏は、チベットやネパールで信

仰されているヴァジュラバイラヴァ（マヒシャサ

ンヴァラとも言います）が有名です。ただし、こ

の仏の頭は牛ではなく、水牛です。教科書の文殊
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の所でも取り上げていますが、文殊や大威徳明王

とも密接な関係がある仏です。また、日本で仏教

と神道が混淆してから現れたと思いますが、牛頭

天王（ごずてんのう）という神様もいます。この

ような仏は垂迹神と呼ばれます。牛頭天王はとく

に疱瘡（天然痘）の疫病神、つまり、病気をもた

らすとともに、それからも守る神として知られて

います。文殊やそれと関係を持つ女神たちが、イ

ンドで天然痘の神として信仰されていたことを考

えると、なかなか興味深いです。 

 

不動明王に対するインドと日本の信仰の差はどう

して生じるのでしょうか。 

不動明王がインドに起源を持つことはたしかなの

ですが、インドでも、その流れを汲むチベットや

ネパールでも、この仏は日本ほどには信仰されま

せんでした。不動明王を日本密教がきわめて重視

した理由には、大日如来の化身と考えられたこと、

他の明王に比べてイメージがわかりやすかったこ

と、護摩という儀礼と結びついたこと、空海など

が重視したこと、感得と呼ばれる独自の宗教体験

と結びついたこと、不動の瞑想が日常的に行われ

たことなどが考えられます。なお、後期の文学部

の「仏教文化論」という授業で、不動明王と大日

如来を取り上げて、仏教文化の伝播や地域性を考

える予定です。 

 

五智如来の後ろの宝珠型のもの（森注・実際は絵

が描いてある）は何を表しているのでしょうか。

高校の日本史で奈良時代の仏像に不空羂索観音像

があったのですが、これとウダヤギリのとは何か

関係があるのでしょうか。 

五智如来の後ろのものは「光背」（こうはい）と

言って、ほとけから発散される光をあらわしたも

のです。頭の後ろに円形の板を当てることもあり

ますが、これは「頭光」（ずこう）といいます。

いずれも、仏の三十二相のひとつである「金色

相」を表しています。インドの仏像でもこれらは

見られます。奈良時代の不空羂索像は、おそらく

授業で紹介した東大寺のものか、唐招提寺の像か

と思います。日本への密教の本格的な導入は、平

安時代初期の空海と最澄以降ですが、すでに奈良

時代から断片的に密教の経典や仏像が入ってきて

います。不空羂索観音もすでにそのころ伝えられ

ています。興味深いのは、日本の不空羂索観音像

は八臂を持つことが多いのですが、インドでは四

臂が一般的です。そもそもインドには八臂の観音

像そのものがほとんど存在しないのです。同じ仏

でも日本とインドで異なるイメージを持つひとつ

の例です。 

 

同じ像の中にたくさんの物語があって、こんがら

がんないのかなと思う。同じ像じゃなく、いくつ

かの像に分ければもっと見やすそうだなと思う。

なぜ同じ像の中に描いたのかが知りたい。 

たしかにそのとおりで、古い時代のバールフット

やアマラヴァティーなどでは、ひとつのパネルに

はひとつの物語しか表されないのが普通でした。

ただし、これらのパネルは仏塔を飾っていたので、

仏塔全体では複数の物語が表されています。そう

なると、全体の配列や順序が何を表しているかが

問題になります。また、これらの物語は実際に参

拝に来た人々にはよくわからないものもあったか

もしれません。そのため「絵解き」をするような

僧侶もいたという人もいます。パーラやその前の

サールナートの八相図や仏伝図は、選ばれる主題

はかなり固定化されていたようです。一枚のパネ

ルに八相すべてを表すのは、この八つの場面がと

くに重要であったとも考えられています（教科書

の第一章参照）。これらの作品ではほぼ例外なく、

涅槃の場面や仏塔が一番上に置かれています。こ

れも、おそらく涅槃の持つ重要性を反映したもの

です。 

 

僧院では何をしていたのですか。 

修行です。経典を読んだり覚えたり、瞑想や儀礼

もしていたでしょう。学んだことをもとに、論議

もします。一般の信者も参拝に来ていたので、彼

らのために説法をしたり、儀礼をしたこともあっ

たはずです。その一方で、僧院という巨大な組織

を運営するためには、社会的や経済的にもしっか

りしたシステムがあったはずです。実際、ナーラ
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ンダーなどの大僧院は、多くの土地を所有し、そ

こからの収入で維持されていたことがわかってい

ます。最近の仏教の研究では、律とよばれる僧侶

の生活規範を定めた文献を中心に、僧院を含め仏

教の実態を解明する試みが行われています。下記

の本はその代表的なものです。なお、インドの僧

院の伝統は現在のチベットの僧院にかなり残って

いるようです。 

ショペン、Ｇ． 2000 『インドの僧院生活』小

谷信千代訳 春秋社。 

 

前々から思っていたのですが、インドの仏像は日

本の仏像とは違って、石板などに彫刻されたもの

が多いですよね（浮彫みたいな）。これはなぜで

すか。やはりインドの仏像の方が日本よりも複雑

だからですか。あと、今日はもう少し左の方に立

って説明してほしかったです。スライドが見えに

くかった。 

別にインドの仏像の方が日本よりも複雑というこ

とはないでしょう。単純な比較はできませんが、

木を刻んで作ったり、乾漆像などもある日本の仏

像の方が、細部の表現などでは複雑化しているよ

うです。インドでは神の像の素材に石が好まれま

す。ブロンズやしんちゅうなどの金属製もよく用

いられたようです。その理由のひとつは宗教的な

もので、神の像は永遠に存在する必要があると考

えたからです。木像や塑像は加工は容易ですが、

壊れやすいという難点があります（ただし、いず

れも現存するものが少ないだけで実際はあったら

しい）。別の理由として、寺院との関係もありま

す。インドの寺院は石を積んでできていることが

多いのですが、神や仏の像はその一部として組み

込まれます。これらの像はそれを安置する空間と

切り離しては存在しなかったからです。なお、ス

ライドについてはこちらも気を付けますが、見え

にくいときは、見えるところに移動して下さい。

授業中にすわる位置を変えるのは気にしませんか

ら（勝手に教室を出ていったりするのは気にしま

すが…）。 

 

金剛法菩薩は密教になってからは聖観音になると

いう説明がありました。教科書にも密教の時代に

なると毘盧遮那如来は大日如来になるというよう

なことが書いてあり、いまいち意味が分からない

と言うか、すっきりしないままでいたのですが、

「密教になると」とはどういうことですか。名前

が変わるだけですか。 

はじめの「金剛法云々」は逆で、従来の観音が胎

蔵マンダラや金剛界マンダラに組み込まれるとき

に、「金剛法」という名称が与えられました。そ

れはともかく、同じ仏が名称や姿を変えることは、

たしかにわかりにくいです。大乗仏教やそれ以前

からすでにさまざまな種類の仏たちが信仰されて

ますが、密教の時代でもその大半は引きつづき信

仰されます。しかし、その場合、名称や姿が変わ

ったり、今回の授業で取り上げるように、位や重

要性がかわることもしばしばあります。毘盧遮那

如来と大日如来は、名称は同じ vairocana なので

すが、大乗仏教の『華厳経』では毘盧遮那と訳さ

れ、密教の時代には大日と一般的に訳します（原

語が mahā-vairocana にかわることもあります）。

これは、同じ名称の仏でもその性格や位置づけが

かわったからです。その一方で、密教の時代にな

ってから、新しく登場する仏たちもたくさんいま

す。仏たちを見ることで、仏教のあり方がわかる

のです。 

 
 

5. パンテオンの構造 

 
 

パンテオンとはいったい何なのか。 

授業で言ったはずですが、「神々の世界」という

意味です。語源的な説明をすれば、「パン」は

「すべての」を、「テオン」は「神、あるいは神

に関する」という意味です。世界の宗教の多くは、

神や仏などの超越的な存在を前提としています。 
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ずいぶんいろいろな種類の神々がいるのだとおど

ろきました。仏には女性がいなくて女尊が出てき

たと言われたけれど、それなら明妃というのは何

なのでしょうか（仏のパートナーらしいというの

はわかりましたが）。 

狭い意味での仏は「ブッダ」すなわち「悟った

人」を意味する男性名詞です（サンスクリットに

はドイツ語などと同じように、名詞に性がありま

す）。そのため、ブッダであればすべて男性で、

もし女性の「悟った人」であれば「ブッダー」に

なります。初期仏教から大乗仏教までは、ブッダ

はこのようにすべて男性でした。『法華経』の

「変成男子」という有名なエピソードは、女性の

修行者が最終的にブッダとなるときに、男性に変

わるというものです。しかし、密教の時代にはあ

らたに女性の「聖なるもの」すなわち女尊が登場

します。これは、男性の「聖なるもの」に仏、菩

薩、明王、天がいたように、仏と同格の女尊や、

菩薩に似た女尊など、さまざまなものがあります。

明王のように多面多臂の忿怒形の女尊もいますし、

もともと、ヒンドゥー教や民間信仰の神々である

天のクラスは、女尊の種類も豊富です。明妃はこ

れらの女尊の中で位の高いもので、仏のパートナ

ーにあたります。仏たちは人間と同じように、家

族に相当するものを構成することがあり、そこで

は「仏母」と呼ばれることもあります。また、別

のグループとして、「陀羅尼」とよばれる一種の

呪文を神格化した女尊たちもいます。「陀羅尼」

ということばが女性名詞なので、女尊と結びつけ

られます。これについては教科書のコラムを参照

して下さい。なお、仏教におけるこのような女尊

信仰の背景には、インド全体における女神信仰の

隆盛があると考えられています。 

 

仏像のイメージを伝達するためのテクストを見ら

れるような場所はどこかありますか。 

仏像のイメージを伝えてくれるのは、仏教文献で

す。釈迦の像であれば「仏伝」と呼ばれるジャン

ルの文献で、とくに三蔵の中の律と経の中に数多

く含まれます。密教の時代であれば、経典にも多

く含まれますが、注釈書や儀軌類などの論書にあ

たるさまざまな文献に含まれます。金沢大学の中

では、仏教関係の文献は、私の所属する文学部比

較文化研究室にもかなりそろっていますし、図書

館の地下にある「暁烏文庫」が充実しています。

仏教文献の説明は授業ではできないと思います。

関心があれば、次のような参考文献を読んで下さ

い。 

渡辺照宏 1967 『お経の話』（岩波新書） 岩

波書店。 

 

パンテオンの仏の部のうち、守護尊に秘密集会と

いう仏がありますが、これはいったいどんな仏な

のでしょうか。名前に興味がわきます。あと NHK

スペシャルで「文明の道」というシリーズがあり、

次回はなんと仏教と仏像に関する内容とのこと、

予告を見ながら、この授業で学んだことを思い出

していました。 

秘密集会は「ひみつしゅうえ」と読みます。『秘

密集会タントラ』というインド密教史の中でも重

要な位置を占める経典に説かれる仏の名前ですが、

残念ながら仏像などは日本には伝えられていませ

ん。チベットではとても人気が高く、この仏を中

心とするマンダラも遺されています。マンダラを

授業で取り上げるときに、紹介します。なお、こ

の文献は最近全訳が発表されたので、簡単に読め

るようになりました（松長有慶 2000 『秘密集

会タントラ和訳』法蔵館）。NHK スペシャルでは

ガンダーラを取り上げると思います。見られる人

は見ておいて下さい。NHK は昔から文化遺産や

仏教に関するドキュメンタリー（というかカルチ

ャー番組）が得意で、「シルクロード」や「大英

博物館」などでも、このあたりのことを取り上げ

ています。 

 

仏たちの印はそれぞれ意味はあるのですか。見返

り阿弥陀は初めてみたけど、優しい雰囲気がして

いて気に入りました。インドの仏はなぜか細身な

のが多いですね。これも文化的背景に関係してい

るのでしょうか。 

それぞれの印には意味があると考えるのが適当で

すが、あらゆる時代や地域をこえて、それが常に
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一定であるということはありません。また、同じ

意味を別の印が示すこともあります。たとえば、

授業でよく取り上げる「初転法輪」の場面では

「転法輪印」（あるいは「説法印」ともいう）と

いう印を示すことが多いですが、古い時代には別

の印が見られますし、大日如来が示す智拳印が、

この転法輪印からできたという説も有力です。印

の歴史は仏像の歴史にほぼ重なりますが、印をど

のようにとらえるかは、それぞれの時代や地域で

異なります。たとえば、浄土教で重要な役割を果

たす来迎の阿弥陀は、往生するもののレベルにし

たがって 9 種類の印を示しますが、これは密教で

はほとんど継承されていません。細身の仏像は授

業の中心を占めるパーラ朝の仏像に顕著です。こ

れより前の時代には、もっと堂々とした体格の仏

像もあります。 

 

菩薩や観音の名前をやったけれど、あんなにいる

なんてびっくりした。七福神も同じようにあるの

ですか。 

七福神はインド、中国、日本の神々の寄せ集めで

す。インド起源の神は弁財天、大黒天、毘沙門天、

中国起源は福禄寿、布袋、寿老人、日本が恵比寿

です。大黒天はインド起源ですが、その姿は大国

主の尊（因幡の白ウサギで有名）の影響があり、

インドの大黒（マハーカーラ）とは異なります。

七福神の研究もいろいろあります。 

 

インドに薬師如来がいないことが気になった。イ

ンドが起源ではないものもあるんだなと思った。 

インドに薬師の作例は残っていませんが、インド

で成立した仏です。サンスクリットで vaiṣajya-

guru といい、「医療の王」という意味です。イン

ド起源の仏でもインドに作例が残されていないも

のがあります。薬師の場合は中国やチベットでも

流行し、多くの作品が作られました。 

 

・「機械」はたしかに便利ですが、大切なものが

捨てられてゆくような気がしてなりません（出席

カード機の存在を否定するわけではありません）。

そのうち、先生と生徒が「面授」せずに授業が行

われるようになるかもしれません。私はイヤです。 

・考えてみれば、日本の仏教は密教と密接な関係

にあると思った。「鎌倉新仏教」しかり、「真言」

「天台」しかり。勉強になりました。 

・「神々の世界」の図はわかりやすいんですが、

「天」は一番下級なのでしょうか。「仏」は

「神」の上にある存在なんですよね。 

・ちょっと私語が多いかもしれません。集中でき

ません。よろしくお願いします。 

出席そのものを機械でとるのは、最終的な集計の

合理化や、毎回の出席の確認で、長期欠席者をは

やく把握できることなどのメリットがあると判断

したので、はじめてみました。ただし、出席カー

ドそのものは、みなさんのコメントや質問を知り

たいので、継続します。また、機械のデータその

ものをあまり信用していないので、万一、データ

が消失したときのためのバックアップのためでも

あります。日本文化における密教の重要性は、高

校までの歴史の授業などではあまり強調されませ

んが、宗教にとどまらず、広範な領域で認められ

ます。鎌倉新仏教の開祖たちがすべて天台系であ

ったことにも注意すべきでしょう。「天」につい

ては、仏教内部では「護法尊」つまり仏教の教え

を守る役割の神であるので、位置づけは低くなり

ます。「天」に相当することばは「デーヴァ」で

すが、これは絶対神や最高存在の神を表すもので

はありません。私語については私も気になってい

ます。大学生なのですから、みなさんの自覚にま

かせようと思っていましたが、なかなかよくなら

ないようです。私語を続ける学生には退室を命じ

ることにします。近くの席で私語を続ける学生が

いたら、あなたがたからも注意して下さい。この

ほか、先週も注意しましたが、途中退室について

もきびしく対処します（こういうことを書かなけ

ればならないのは、悲しいというか情けないこと

なのですが…）。 

 

五十六億七千万年後にこの世に下生する弥勒は地

球が存在するうちに来られるのでしょうか。つー

か、どうして五十六億七千万年後って中途半端な

時間に決まったんですか。授業に関係なくてすい
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ません。 

仏教ではわれわれが想像をはるかに超える時間論

や宇宙論を持っています。これについては近いう

ちに授業でお話ししますが、その中では五十六億

七千万年なんて、たいした時間ではありません。

この数字がどこから来たのかは、私もくわしく調

べていませんので、調べておきます。なお、教科

書で一桁間違えて伝えられたと書きましたが、私

自身も間違えていて、五億七千六百万年後という

のが、正しい数字のようです。訂正しておきます

（どちらにしても、地球はともかくわれわれが生

きているわけはないのですが）。 

 

どうして弥勒とかみたいに領域を共有するものが

たくさんあるのだろうと思った。 

仏の世界は固定化されたものではなく、もっと流

動的なものです。一種の下剋上が起こったり、逆

に人気がなくなって姿を消す仏もいます。これは

仏教だけではなく、神話やパンテオンがあるとこ

ろでは、広くみられる現象です。このような変化

や本来の出自を知ることで、その仏の性格やイメ

ージを知ることができるというのが、教科書を執

筆したときの立場でした。それは今でも有効だと

思ってます。 

 

胎蔵界マンダラの中でも、今回のパンテオン様式

図を見ても、仏と神の位置関係に疑問があります。

仏＞菩薩など＞神（異教含む）とありますが、密

教でもご存じのように神も拝みます。他教では絶

対的存在とある神が仏（密教）では相対的に位置

づけられています。仏教（密教）における神格は、

仏に対してどのような立場を認められているので

しょうか。 

（森註・この質問はやや専門的なので、関心がな

い人はとばして下さい） 

不等号（＞）は位階の上下を表すと理解しますが、

ヒンドゥー教を起源とする神々が、密教のパンテ

オンに包摂されると、ほぼ例外なく「護法尊」的

な位置づけになります。十二天がその代表的なも

のです。これは胎蔵界マンダラなどの「外金剛

部」や、護摩の次第における「世間段」の扱いで

も同様です。ただし、インドと日本の密教は分け

て考えた方がいいかもしれません。日本では狩場

明神や丹生明神のような日本古来の神々に対する

信仰も、密教の中にみられるからです。インドに

ついてみれば、外金剛部などに含まれるヒンドゥ

ー神は、いずれも少し格下の神であるようです。

インドラやアグニはかつては至高神的な存在でし

たが、この時代には東や南東を守る護方神でしか

ありません。一方、シヴァやヴィシュヌのような、

中世のヒンドゥー教でもっとも位が高い神は、密

教には簡単には包摂されません。そのために『金

剛頂経』の「降三世品」のような経典を、わざわ

ざ創作しています。 

 

仏たちの名称をみて、今までに読んだ本やマンガ

などにも出てきていたのを思い出し、マンガとい

ってもあなどれないと思った。また、仏とか菩薩

とかはっきりと分かれているというわけでないよ

うで、やはりむずかしいと思った。 

私の知る範囲でも、マンガのタイトルや登場人物、

モティーフなどに、ヒンドゥー教の神や仏教の仏

が出るものがかなりあります。またテレビゲーム

にも、インド関係の神々の名前がよく登場するよ

うです。理由はいろいろ考えられますが、ギリシ

ャ神話や日本神話の神々のようによく知られてい

ないので、手垢の付いた感じがしない、グロテス

クなイメージがインドの神々から連想される、作

者がインド関係の知識を断片的に持っている、な

どでしょうか。最近のマンガに「気」とか「神秘

体験」をあつかった「精神世界」ものが多いこと

も関係するようです。 

 

授業と直接関係ない気はしますが、観音菩薩の

「観音」は「~観音」のそれとは違う意味なので

すか。また、日本では地蔵菩薩は踏切の近くなど

にいて、小さい頃から身近な守り神的存在のよう

な気がしていたのですが、本来どんな意味を持つ

のですか。 

関係あります。観音はインドでも中国でも日本で

も、またチベットなどでもとても人気の高い菩薩

です。そのため、単なる観音以外にもさまざまな
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種類の観音が現れ、これらをまとめて「変化観

音」といいます。馬頭観音や千手観音などの「~

観音」がこのような変化観音です。これは、観音

の霊験をとく『観音経』という経典（『法華経』

の「普門品」）の中に、われわれが困ったときに、

観音はそれぞれにふさわしい姿で現れることが説

かれていることも影響しています。地蔵はインド

では独立した信仰はほとんどなかったようです。

中国を経て日本に伝わる過程で、輪廻に苦しむわ

れわれを救済するもの、とくに子どもを救う神と

して信仰されるようになりました。また、踏切に

限らず、四つ辻に地蔵がよくおかれるのは、この

ような場所が宗教的に重要であるからです。日本

では地蔵は道祖神や庚申信仰とも混淆します。 

 

なぜ「両義的なもの」は宗教によく取り上げられ

るのですか。あと、似ている、似ていないについ

て、今日の説明では根本的なところがわからなか

った気がします。これから分かっていくんでしょ

うか。 

なぜでしょうね。「両義的」であるからというの

では答えになりませんが、人間とはこのような特

定のカテゴリーに収まらないものが気になったり、

不気味に思うのではないでしょうか。似ている、

似ていないについては、よけいなことを話しすぎ

たかもしれませんが、偶然似ているものがあって

も、それは人類が普遍的に持っているイメージで

あることとか、歴史的な必然性がある場合、それ

は中国を媒介とした情報の伝達があったこと、作

品のイメージを規定する文献があったことなどが、

具体的な理由としてあげられます。「これから分

かっていく」かどうかは分かりませんが、実際の

スライドをみて、いろいろ考えてみて下さい。授

業でも言ったように、それよりもむずかしい「な

ぜ似ていないのか」という問題もあわせて。 

 
 

6. 画一化するイメージ 

 
 

記号、シンボル、イメージはよく知らない、わか

らない者にしか付けられないという話が逆説的？

でおもしろいと思いました。でもたしかに、よく

知っている人にはそういうものは付けられないで

す。シンボルばかりが前に出てきたということは、

それぞれの仏の本質を人々が重視しなくなってき

たということですか。 

たしかに逆説的です。でも、みなさんにやっても

らったように、日常生活でも同じようなことはよ

く経験します。観音や文殊が昔からの友人、人工

的に作ったような仏たちが新しい知り合いに対応

します。観音や文殊などはイメージが画一化され

るまでに、時間がかかりますし、文殊で見たよう

に、最後まで個性を維持しようとした作品もあり

ます。イメージの画一化の理由や背景については、

今回の授業やさらにマンダラを取り上げるところ

で考えてみたいと思いますが、必ずしもデメリッ

トだけではありません。また、初期の仏教美術を

以前取り上げましたが、そこで見られた「釈迦の

象徴的表現」も、シンボルによる代替と見ること

ができます。聖なるイメージにおける形式化とも

関連します。 

 

矢田地蔵縁起みたいにカラフルなのがあって、な

んか新鮮でした。いつも仏さんたちの白黒の姿ば

かりなので、たまにはあんなのもよい。なんか力

強い地獄絵だったから、吸い込まれそうでした。

帝釈天がすごくかわいかったです。梵天もアヒル

にのっててかわいんだけど、なんか私には帝釈天

の方が愛らしく見えました。仏像見ていると、象

って何回か見たことありますが、アヒルって全然

出てこないんで、なんか奇妙な感じがします。動

物に乗ってるのってなんか意味はあるんですか。

観音坐像って女性ですか。なんかすごく色っぽく

て、魅力的だと感じました。 

地獄絵は日本の絵巻物や仏画などでひとつのジャ
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ンルを形成するほど、多くの作品があります。図

書館の絵巻物関係の画集などでも、その代表的な

ものが見られます。授業でもお話ししたように、

地獄絵というのは人間の「怖いもの見たさ」を直

接刺激するので、根強い人気があります。また、

これを描く画家にとっても、苦悶にあえぐ罪人や、

それを責め苛む鬼たちなど、腕の見せどころでも

あります。梵天と帝釈天は、今回の感想でも「か

わいい」「すてき」など人気が集中していました。

いずれも東寺の講堂に安置されている平安初期の

傑作です（国宝）。同じ建物には、これも授業で

紹介している降三世明王や不動明王などもありま

す。日本の密教美術のもっともすぐれた作品群で

あると同時に、空海がもたらした密教の世界に直

接触れることのできる貴重な場所です。京都駅か

ら歩いていけるところですので、機会があればぜ

ひどうぞ。梵天や帝釈天が乗る動物については、

授業の終わりの方で取り上げる予定です。観音は

男の仏ですが、教科書にも書いたように、観音の

女性化は歴史的な事実で、おそらく日本人のかな

りは観音を女性と思っているでしょう。観音の代

名詞である「慈悲」と結びつくのは女性のイメー

ジなのです。 

 

持物一覧で気づいたんですが、どくろを使うこと

に意味があるんでしょうか。おどろおどろしんで

すけど…。 

持物一覧などの資料は、前回は時間がなかったの

で、今回紹介します。どくろを持物とする仏は日

本にはほとんどいません。例外的に深沙（じんし

ゃ）大将という仏が、どくろをいくつかつなげて

首飾りにしています（京博の「空海と高野山展」

にも出ていました）。それはともかく、インドの

後期の密教やチベットの仏教では、どくろを重要

な持物やシンボルとする仏がたくさん登場するよ

うになります。仏教的な解釈では「悟り」や

「空」を表したりしますが、当然、「死」や「不

浄」とも結びついています。しばしば、どくろを

容器のように持ち、その中に血をあふれさせるこ

とさえあります。ヒンドゥー教でもカーリーと呼

ばれる恐ろしい女神が、同じように血をどくろに

入れ、さらにそれを飲んでいる姿で表されます。

日本人には想像も付かない姿ですが、これもイン

ドにおける「聖なるイメージ」なのです。 

 

菩薩の個性を持ち物に限定したのは、中心の仏を

際だたせるためなのでしょうか。東京での「空海

と高野山展」の日程を教えて下さい。 

中心の仏も同じようにイメージが画一化されてい

くので、そういうわけではないようです。また、

このような画一化の問題は、以前取り上げた釈迦

の八相図などでもあてはまります。それまでの時

代の釈迦の生涯を描いた作品が、それらの場面を

かなり忠実に描いているのに対して、密教の時代

の八相図は、その場面を示し最小限の要素のみが

釈迦のまわりに添えられているだけでした。しか

も釈迦自身も、誕生の場面が子どもの姿をとる以

外は、ほとんど変化のない姿をしています。これ

からの「空海と高野山展」の日程は次の通りです。

休館日などはホームページなどで確認して下さい。 

名古屋展：愛知県美術館 2003 年 10 月 10 日~11

月 24日 

東京展：東京国立博物館 2004 年 4 月 6 日~5 月

16日 

和歌山展：和歌山県立博物館 2004 年 10 月 9 日

~11月 23日 

 

インドと日本とで同じ密教を信仰しているのに、

仏たちの世界のグループの分け方が異なるのは、

どうしてだろうか。海を越えて伝来したことに関

係するのだろうか。 

たしかに日本に伝わった密教の起源はインドにあ

りますが、そのすべてが伝わったわけではありま

せん。おおざっぱにいって、インドの密教の 3 分

の 2 は日本には伝わっていません。また、日本に

伝わるまでにさまざまな地域を経由したことも考

えましたが、そのことも仏たちの世界を変容させ

た理由です。とくに中国の存在は大きいでしょう。

密教を受容した日本そのものにも、すでに固有の

宗教や文化が存在したことも重要です。神道や民

間信仰との習合はその顕著な例です。 
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授業の最初にあったパンテオンの説明がとてもわ

かりやすかったです。なぜ菩薩が多いのかという

疑問が明らかになりました。菩薩自身が悟りを開

く前に、まず衆生を悟りに導いてほしいだなんて、

なんだか勝手というか、わがままな気がしました。

またまたはっきりしないことがあるのですが、パ

ンテオンとは「神々の世界」という意味で、その

中に仏や菩薩といった位置づけがあるということ

は、ここでは「神」と「仏」はどのような関係に

よるのですか。仏も神の中にあるのですか。 

大乗仏教は別名「菩薩の宗教」とでも呼び得るほ

ど、菩薩が重要な存在になります。これを突き詰

めていくと「誰でも菩薩」という状況となります。

これは、寛大な考え方のように思えますが、見方

を変えれば、菩薩とならないものの存在を認めな

いということになります。これをエスカレートさ

せれば、明王の説明のように、有無をいわさず異

教徒を改宗させることということです。宗教とは

「諸刃の剣」のようなもので、それによって心の

平安や生きる喜びを得ることもできるのですが、

かくのごとく、身勝手で恐ろしいものにもなりま

す（現代社会を見ればよくわかります）。しかし、

人間とは宗教を必要とする存在であるのもたしか

です。パンテオンにおける「神と仏」ついては、

「パンテオン」という言葉の意味は「神の世界」

なのですが、その場合の神は「テオン」に対応す

る訳語で、「超越的存在」でも「聖なるもの」で

も「神仏」でも何でもいいのです。宗教学的にそ

のような存在を「神」とよぶのが簡単だから使っ

ています。仏も菩薩もその他のものも含まれます

が、仏教のパンテオンにはヒンドゥー教起源の

「神」も含まれるので混乱を招くようです。 

 

なぜ、仏を大量生産したのですか。ひとつの仏に

対する深い信仰が多数の仏への分散された信仰よ

り強いはずです。大切なのは「教え」だから、仏

の数は意味を持たない気がするのです。（人工的

な気がしてきて信仰心をそいでしまうと思う。）

それは人の信仰対象が「教え」そのものからずれ

ていったことを示しているのでしょうか。 

仏の数の増加とイメージの画一化に対しては、み

なさんの感想でも否定的な意見が多かったようで

す。その是非はともかく、このような変化は歴史

的にたしかに起こったのですから、「なぜそうな

らざるを得なかったのか」という問題を考える必

要があります（学問ですから）。当時の仏教徒も、

自分たちの信仰をわざわざそぐために仏を新たに

作ったり、イメージをそろえたりはしなかったは

ずです。その意味で「大切なのは＜教え＞だか

ら」という指摘は、重要だと思います。「教え」

というのは仏教では「法」（ダルマ）ですが、ま

さにこの法が絶対的な存在になった背景に、仏の

世界の広がりがあります。今回取り上げる仏教の

宇宙観や、それを前提とする「神変」が重要とな

るのも、この「法」があるからです。教科書の第

1 章と第 2 章のテーマも、これに関係しますので、

もう一度読んでみて下さい。 

 

同じ仏像（たとえば釈迦像）を見分けるときには、

印契や身体的特徴（頭髪、装飾）等の方法があり

ますが、見ていると同じ印契でも別の菩薩だった

り、釈迦像もさまざまな印、様式を持つものがあ

ります。仏像判断の決め手となるものは、各仏像

に必ずあるのでしょうか。それとも総合的判断に

よるものもあるのですか。 

仏像などの持つ身体的特徴や持物などは「図像学

的特徴」と呼ばれることもあります。仏教美術に

限らず、西洋のキリスト教美術や寓意画などは、

イメージを構成するさまざまな要素が意味を持ち、

全体がシステムを構築しています。密教美術の場

合は、授業でもお話ししているように、個々の尊

格の持つ特徴がかなり固定化していて、判断が容

易です（これもイメージの画一化がもたらしたも

のです）。経典や儀軌などの文献に、このような

図像学的特徴に関する情報が含まれていることも、

一般的です。これに対し、大乗仏教以前の仏教美

術は、必ずしも一定の特徴をつねにそなえている

わけではなく、図像学的特徴以外の情報、たとえ

ば宗派、制作年代、制作依頼者、地域なども、そ

の像が何であるかの判断材料になります（密教美

術の場合ももちろんあてはまりますが）。まわり

の仏像、眷属、脇侍なども考慮に入れる必要があ
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ります。日本でもインドでも、密教関係の仏像は

おおむね尊名比定（どの仏像であるか）が容易で

すが、それ以前のものは研究者によっても意見が

分かれることがしばしばあります。それだからこ

そ、研究する楽しみもあるのです。 

 

菩薩の正式名称の菩提薩埵ということばは初耳で

した。以前出てきた金剛薩埵にもある薩埵とは、

本来何を表すことばなのですか。菩提樹というこ

とばもサンスクリット語から作ったのでしょうか。

そもそも菩提樹って実在する植物なのですか。少

なくとも角間の山にはなさそうですが。 

薩埵はサンスクリットで sattva で、「ある」「存在

する」を意味する動詞√as（英語の be 動詞のよう

なもの）現在分詞 sat に、抽象名詞を作る接尾辞

tva を加えてできています。「存在するもの」「存

在すること」という意味になりますが、仏教では

一般に「衆生」（しゅじょう）つまり生きている

ものを指すことばとしてよく用いられます。菩提

薩埵の前半の菩提は「悟り」を意味し、全体で

「悟りを求めるもの」というニュアンスのようで

すが、そのほかにもさまざまな解釈があります。

金剛薩埵の薩埵も同じことばで、こちらは「菩

提」を密教の重要な用語である「金剛」に置き換

えて、人工的に作った名称です。菩提樹はサンス

クリットでも bodhivṛkṣa という名称があり、そ

のまま「菩提の木」という意味です。シューベル

トの歌曲で有名な「菩提樹」も同じ種類の樹木な

のですが、ヨーロッパとインドでは少し違うそう

で、植物学の方ではインドの方を「インド菩提

樹」と読んで区別するそうです。本家が名称をと

られてしまったようなものです。角間にあるかど

うかはわかりません。 

 

交通安全のお守りに「不動尊」って書かれたお守

りをよく見るんですけど、不動と交通安全とどう

関係あるんでしょうか。 

不動を祀る寺院は真言宗つまり日本の密教系の宗

派の寺院であることがほとんどですが、このよう

な寺院では人々を災厄から守るさまざまな儀式が

行われます。これらは「加持祈禱」（かじきと

う）と呼ばれ、古くは平安貴族や皇族のためにも

っぱら行われていました。無病息災、病気治癒な

どはこのような加持祈禱のもっとも一般的な願文

で、現在であれば交通安全もその中に含まれます。

東京の方では成田山のお守りなどがよく出回って

いますが、成田山は新勝寺というお寺で、真言宗

智山派に属します。金沢とその周辺では市内の伏

見寺、富山との県境に近い倶利伽羅寺、加賀温泉

の那谷寺などが真言宗の名刹です。 

 

 

 
7. 仏塔と仏教世界観 

 

 
自分がどこからどこまでかという質問にたいへん

困った。身体は必ず自分であると思うが、自分が

かもし出す雰囲気とかも自分という中に含んでし

まってもいいと思うからだ。他の人はどのように

考えているのだろうと思った。 

先回の授業の後半は、「自分とは何か」という問

題でかなり時間をとってしまいましたが、まだま

だ言い足りなかったことがたくさんあります。そ

れでも、あたりまえのように思っている自分とい

う存在やその範囲について、いろいろ考えてもら

えたと思います。たしかに、自分の境界を自分の

身体に限定する必要はなく、その周囲も含むこと

も十分理解できます。「気」ということばが最近

よく用いられますが、これも同じようなことでし

ょう。他の人がどのように考えているのかという

問題は、認識論や心理学の対象になりますし、最

近では認知科学という分野ができています。脳や

ことばの問題とも関係します。そもそも「人文科

学」というのは人間についての学問なので、つき

つめていけば「自分」を探求することになると言
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ってもいいでしょう。 

 

梵我一如が本質的な面で「仏＝神＝宇宙＝自己」

であるならば、仏像やマンダラといったものは、

自己を映す鏡のようなもの（もしくは理想像）な

のだろうか。 

そのとおりです。仏像やマンダラの授業で、自己

とか宇宙とかを出してきたのは、単にそれらが観

賞用の美術作品ではなく、宗教的な「イメージ」

であるからです。マンダラについては来週以降に

取り上げますが、簡単に言えば「仏の世界図」で

す。ただし、その世界を表す方法にも、インドの

文化的、宗教的な枠組みがあります。ちょうど、

われわれがことばを使うときに、特定の文法を用

いるようなものです。授業ではこのような「枠組

み」について紹介します。その場合、これまでの

仏像のイメージやコスモロジーについての知識が

役に立ちます。 

 

マンダラに仏が千体も並んでるなんて、びっくり

です。あんまり技術のない時にできたのに、ちょ

うど千体も規則正しく並んでるって、すごいです。

いろいろ計算とかもいるだろうし。「まとめ」見

てて、本当に画一化されてるっていうの思いまし

た。毎週、いろんな仏像とか見てるけど、ポーズ

とか構成とかが似ているのが本当に多いと思いま

す。全然関係のない仏像同士が似てたりしたら、

どんどん仏像の良さがなくなりそう。でも今から

新しい仏像の姿を見ても、逆に奇妙かも…。でも

もっと個性いっぱいになってほしいです。 

たしかに個性的な仏がたくさんある方が、見る方

にとっては楽しいでしょうね。それはともかく、

マンダラに描かれた千体の仏は「賢劫千仏」とい

いますが、授業でお見せしている作品は「西院本

両界曼荼羅」という作品で、平安中期のマンダラ

の傑作です。賢劫千仏が描かれているのはマンダ

ラ全体から見れば周辺なのですが、このようなと

ころでもまったく手を抜かず、ていねいに描いて

います。日本にはかなりの数の金剛界マンダラが

現存しますが、その中にはもっと雑に描かれたも

のもたくさんあります。ところで、仏像に限らず、

古い時代の美術品や建造物を見るとその水準の高

さに驚かされることがしばしばあります。しかし、

それは「現代は科学技術が発達した時代だ」とい

う先入観によるものです。たとえば、いわゆる四

大文明が起こったところでは、いずれも巨大な建

造物や都市が出現していますが、その背景には高

度な技術があったはずです。おそらく人間という

のは数千年ではそれほど発達するものではないの

でしょう。芸術作品の場合、それはもっと顕著で

す。現在の仏師がどんなにレベルの高い作品を作

っても、たとえば運慶や快慶の作品のレベルに達

するのはほとんど不可能です。学問や教育の水準

と、技術の水準は必ずしも一致しないのです。 

 

絵を描いたとき思ったんですけど、この話は本当

にあったのかと思うくらいうそくさいのですが、

作り話なんですか。 

先週の課題については、授業時間内に取り上げる

ことができなくて、今週に持ち越しになりました。

読んでもらったテキストは、日本にも伝わり重視

された『法華経』の冒頭部分です。説法を始める

釈迦が、その準備段階として「神変」という宇宙

全体を舞台にした奇跡を見せます。大乗仏教の経

典の多くは、このような「神変」を経典の最初に

説きます。法華経のものはまだそれほど複雑では

ありません。これが本当の話か作り話かという質

問は、聖書の天地創造やノアの方舟が歴史的な事

実であるかどうかというのと同じ質問です。そう

であると信じる人にとっては、本当の話であって、

信じない人には作り話になるでしょう。しかし、

このような二者択一を示すと、ほとんどの人は

「じゃあ作り話だ」と思うでしょうが、われわれ

が「事実である」と考えることだって、立場や見

方を変えればいくらでも「作り話」になります

（具体的な例は省略します）。私を含め、このよ

うなものを文化としてとらえる研究者は、物語の

真偽よりも、それを作り出した人間そのものに関

心があります。一方、神学のように、特定の宗教

の基本的な教理をベースに（つまり、このような

話も真実であるという立場で）、学問の体系を構

築している分野もあります。 
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なぜ眉間の毛の渦から光が放たれたのですか。 

他の大乗経典では、眉間以外にも頭頂にある肉髻

や、口の中の舌、体中の毛穴などが、神変のとき

にいろいろな働きをします。これらは前にも取り

上げたように、釈迦のような仏と転輪王にのみ備

わっている超人的な身体的な特徴、すなわち三十

二相に含まれます。これらが神変を起こすための

ポイントのような役割を果たしているのです。眉

間がしばしば現れるのは、おそらく眉間というの

が一種のエネルギーの源として理解されることが

多かったのでしょう。何となく感覚としてわかる

ような気がしますが…。 

 

昔の人々は宇宙を神聖で秩序あるものとして考え

ていたことが興味深い。世の中が秩序のないこと

に不満があったのではないだろうか。 

宇宙を表す「コスモス」ということばは、そのま

ま「秩序」を意味します。われわれが自分を取り

巻く世界を何らかのまとまりとしてとらえるとい

うことは、すでにその中に「秩序」を見いだして

いることになります。逆に、混沌とした世界は

「コスモス」とは呼べないのです。実際、天体の

運行や生物の発生、消滅などを見ていると、どう

してこれだけきちんとしているのか驚きます（生

物や地学の授業でそういう感動を覚えませんでし

たか？）。宇宙観が特定の社会的な状況を反映す

ることもなくはないですが、もっと長い時間的な

スパンで現れるもののようです。むしろ、インド

的な世界観や中国的な世界観というように、特定

の民族や文化と結ぶつくことの方が多いようです。

しかも、そのような類型を越えて、人類が共通に

もつ宇宙論というものもあり、不思議です。つい

でにいえば、日本ではこのような宇宙論はほとん

ど発達しませんでした。これは授業で取り上げた

ような「自己」や「世界」についての考察を、ほ

とんど行ってこなかった民族性かもしれません。 

 

梵我一如の説明がよくわからなかった。その中の

自己の考え方がわからない。網みたいなものとは

どういうことですか。 

わかっているつもりで説明を進めていたようです。

梵我一如についてはともかく、われわれの身体が

かならずしも自己と重なるのではないということ

を、補足しておきます。ふつう、われわれが自己

と思っている身体は、閉ざされているような気が

します。皮膚や体毛などによって外界と遮断され

ているからです。しかし、食物を摂取して、それ

を排泄して生きているわれわれは、つねに体内に

「異物」、つまり自分自身ではないものを取り込

んでいます（透明人間の話はこのことで、食べ物

は消化されるまでは透明ではないのではないのか、

あるいは排泄する前の状態はどうかということで

す）。消化器官というのは、形は複雑ですが、簡

単にすれば、体を貫く管のようなものととらえら

れます。そうすると、この管を包み込むわれわれ

の体も、筒のようなイメージでとらえることがで

きます。しかし、食べ物の動きはこの管を通過す

るだけかもしれませんが、そこから摂取された栄

養などは、消化器官から吸収されてからだの隅々

まで行き渡ります。呼吸によって得られる酸素も

同じように全身に行き渡り、二酸化炭素も逆の道

をたどります。呼吸は口や鼻だけではなく、皮膚

呼吸もありますので、全身でこのような物質の移

動が起こっています。これらを総体的に見れば、

われわれの身体は、つねに外界と物質の移動を行

っている「穴だらけの膜」のようなもので、それ

をたとえて「網」と言ったのです。生物の知識と

しては当たり前のことですが、「私とは何か」と

いう問題としてとらえれば、意外な驚きがあるの

ではないでしょうか。 

 

自分の中で神というと悟りきった神の他に荒ぶる

神というイメージが強いので、忿怒尊は何となく

神々しく感じます。今まで見てきた仏は無表情か

怒っているかのどちらかですが、笑っていたり泣

いていたりする仏はいないのでしょうか。 

授業でよくつかう「聖なるイメージ」というのは、

じつは質問にあるような二面性を持っています。

完全や秩序などと通じる「整った」イメージと、

グロテスクとか奇異というイメージです。前者は

常識的な神や仏のイメージですが、じつは世界の

宗教には後者のようなイメージを「聖なるイメー
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ジ」として重視するものがたくさんあります。ド

イツの宗教学者 R. オットーは、このようなもの

を「ヌミノーゼ」と呼びました（『聖なるもの』

岩波文庫）。怒りというのは仏教から見れば悟り

を妨げる煩悩のひとつなので、仏のイメージとし

ては本来無縁のものです。泣いたり笑ったりする

感情も同様です。しかし、ヒンドゥー教などの他

の宗教と同様に、ヌミノーゼ的なイメージが必要

になったとき、登場してきたのが忿怒尊（日本で

は明王）のような仏たちなのです。  

 

東大寺大仏蓮弁の線刻にはおどろきました。ひと

つひとつにこんな細工がしてあるとは知らなかっ

たので、是非一度実際に見てみたいです。シンメ

トリーは西洋の建物に多いというイメージがあっ

たのですが、完全さを聖なるものとして求めるの

は、どの世界にかかわらず、人類に共通の感覚な

のだと思いました。なぜ須弥山世界は、半月と円

なのですか？円の方が聖なるイメージに合うと思

います。 

東大寺の蓮弁は、一般の拝観者は昇れない少し高

いところにあります。特別の許可があれば見るこ

とができますが、むずかしいようです。何といっ

ても奈良時代のオリジナルで国宝ですから。その

かわり、精巧なレプリカが大仏殿の中に置いてあ

ります。こちらでもよくわかりますから、機会が

あれば見てきて下さい。シンメトリーは聖なる世

界のイメージの基本で、来週からくわしくみるマ

ンダラでも顕著です。インドの仏教寺院なども、

きれいなシンメトリーです。須弥山世界にある半

月というのは、たしかに不釣り合いのような気が

しますが、それ以外は基本的には円と正方形で構

成されています。宇宙全体はおそらく球体として

イメージされていたのでしょう。われわれも無意

識のうちに、宇宙を球のような形でとらえている

のではないでしょうか。 

 

自分が自分であると認識するのは、脳というより

も顔の方が視覚的だし、特徴があるのではないか

と考えた。 

そういうとらえ方もあるでしょう。顔こそが自分

というイメージをもっとも特徴的に表していると

いうことでしょうね。それはともかく、その一方

でわれわれは自分の顔を直接視覚的にとらえるこ

とができないということもあります。自分の目で

は自分の顔を直接見ることができないのですから。

鏡に映った顔があるではないかと思うかもしれま

せんが、これは鏡像なので、左右が反転していま

す。それに、立体的なはずなのに平面の像でしか

ありません。平面化されているのは写真や映像で

も同様です。これは視覚に限らず、自分自身によ

ってとらえられる自己と、他者がとらえる自己と

は、永遠に一致しないことも表しています。 

 

「自」と「他」の話は面白かったです。自分の身

体をとても不確かなものに感じた、というといい

すぎですが、すごく不思議な気分になりました。

なぜ古代の人々は「全体」ということ、あるいは

「自己と全体」ということを考えたのでしょうか。

まわりを見渡しても自分と近くの人々や景色しか

見えないのに、なぜそこまで考えが及んだのです

か。 

「自」と「他」のような話は哲学などの根本問題

ですが、これまでの学校教育ではほとんど取り上

げられることがなかったのではないでしょうか。

あたりまえのようなことでも、見方を変えてみる

と、まったく様相を示します。「自分」をテーマ

にした文献は、哲学の分野では数多くありますが

（最近はやりの「自分探し」のような本のことで

はありません）、最近のものを少しあげておきま

す。関心があればいろいろ読んでみて下さい。 

鎮目恭夫 1999 『人間にとって自分とは何か』

みすず書房。 

村田純一  1998  『新・哲学講義  4  「わた

し」とは誰か』岩波書店。 

人間が「全体」や「世界」を考えるのはなぜでし

ょうね。やはり、その根っこには「自分とは何

か」という問題があるような気がします。人間に

思考力や想像力がある限り、必ず直面する問題で

はないでしょうか。 

 

世界が広すぎます。なぜこのような差を付ける必
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要があったのでしょうか。仏がどれほど偉大かを

示すだけなら、天国を遠いところにひとつだけ作

ればいいのではないでしょうか。 

前回紹介した宇宙観は、まだ「小世界」といわれ

る段階で、序の口です。本当は、その先の爆発的

に膨張するところまでやりたかったのですが、時

間がありませんでした。仏の偉大さを示したかっ

たという理由は、おそらく正しいのですが、その

ためにそこにいたるまでの世界がいかに広大であ

るかを示す必要もあったのです。 

 

天国というのはもともと仏教要語だと知り、おど

ろきました。別の授業でゼウスのことを最初、宣

教師たちは「大日」と訳したけど、それが仏教用

語だと知り、そのままゼウスと呼ぶことにしたと

いうことを聞きましたが、当時から日本語の中で

仏教用語だと気づかないくらい、仏教というのは

日本人の生活の中に密着していたものなんですね。 

誤解を与えたようですが、天国という用語そのも

のは仏教では一般的ではありません。天とか天上

世界といった場合、われわれはキリスト教的な天

国を連想しますが、仏教用語としては神（とくに

ヒンドゥー教起源の神でサンスクリットで deva）

を指すことばで、彼らが住む世界がそのまま天と

呼ばれるということです。大日とゼウスの話は、

たしか遠藤周作の小説で取り上げられていて、有

名なようです。それよりも古い事例では、中国の

唐代にネストリウス派キリスト教が景教として伝

わったとき、密教の用語をもっぱら用いたといい

ます。日本にキリスト教が伝わったときは、かわ

った仏教の一派ぐらいとして受け入れられたよう

です。 

 

 

8. 再生する世界 
 

 

仏の世界のスケールの広さが予想以上のものでお

どろきました。無限に大きくなるだけではなく、

ハスの花の種の中にも無数の世界が広がっている

という限りなく小さな世界にも目を向けていたイ

ンド人の世界観には感じさせられます。説明を聞

いているうちに、仏の世界は数の単位のような印

象を受けました。本で 10 の 52 乗は恒河沙で、10

の 56 乗は阿僧祇というふうに続いているのを読

んだことがありますが、これらは仏教用語ですよ

ね。 

仏教の世界観を 2 回にわたって取り上げましたが、

「むずかしかった」「圧倒された」「想像もできな

い」などの感想が多かったようです。たしかにわ

れわれの感覚では理解できないようなスケールと

原理を持っていますが、細かいことはさておき、

インドの仏教徒が「世界」というものを構造的に

とらえていること、その構造は中心を持ち階層的

であること、上に行くほど規模が大きくなること

（それも爆発的に）、空間と時間が密接な関係を

持っていることなどのポイントを押さえてもらえ

ればと思います。このような世界はいかに広大で

あっても、あくまでも「迷いの世界」であって、

仏の「悟りの世界」ではないのですが、仏がわれ

われの前に姿を表し、法を説くことによって救済

する舞台が、このような世界なのです。現実離れ

した話のように思うかもしれませんが、仏の偉大

さを表すためにも、このような広大無辺な世界が

必要なのです。数の単位はそのとおりで、千、万、

億、兆などと続いていくと、恒河沙（ごうがし

ゃ）も阿僧祇（あそうぎ）も出てきます。単位と

して一番大きいのは「無量大数」で、その前は

「不可思議」です。ちなみに恒河沙はガンジス川

の砂の数という意味です。大乗仏教の経典にはこ

のような無限大に近い数が、よく現れます。宇宙

にいる仏の数や、その仏が活動する「小宇宙」

（仏国土）の数をしばしば表します。 

 

ストゥーパは水に浮いている半球状のものという

イメージなら、亀ではないでしょうか。インドで

は世界を亀と蛇で表すって話を聞いたことがある
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ようなないような。もしくは坊主のハゲ頭ですか。 

ストゥーパが何に見えるかという質問には、正解

があるわけではありません。次の説明との関連で

は、卵というイメージを持ってもらえると、こち

らとしては都合がいいというぐらいです。たしか

に亀はインドの世界観で重要な役割を果たします。

とくに、ヒンドゥー教の神話で「乳海攪拌」とい

う創世神話があり、そこではヴィシュヌが亀とな

って活躍します。蛇も現れます。坊主のハゲ頭と

いう答えも、なかなかユニークでいいのですが…。 

 

なぜ仏塔はそのままの形式で日本へは伝わってこ

なかったのでしょうか。 

日本の五重塔などの形式はインドまではさかのぼ

れません。中国の塔形式の建築の影響を受けたも

のです。このほか、多宝塔という形式の塔も日本

の密教寺院にありますが、これは少しインドのス

トゥーパに似ているところがあります。ただ、い

ずれの塔ももっとも高いところに、尖塔状の飾り

が付いていますが、これはインドの仏塔にも共通

します。今回のスライドで確認して下さい。 

 

水というエレメントは考えてみると奥が深い。生

命の根源でもある水を仏教の世界観で見ると、さ

らなる広がりを見せると感じた。 

水ほどわれわれの身近にあって重要な物質は他に

はないでしょう。空気ももちろん重要ですが、手

に取ったり、加工することは、普通ではできませ

ん。水が生命の源であることも、常識的に知って

いるでしょうが、古代インドでは、それを具体的

なもの（たとえばハスや水瓶などのシンボル）に

よって表しました。仏塔のまわりにあふれている

のはこのようなシンボルです。宇宙そのものをひ

とつの生命体としてとらえた場合にも、この水が

重要な役割を果たすことを、仏塔を中心に今回取

り上げます。 

 

仏教の空間や時間はあまりにも無限で気が遠くな

りそうです。インドで日々の生活に追われていた

庶民のあいだで、仏教がすたれていったのも少し

わかる気がします。どうでもいいことなんですけ

ど、マカラはいつでも尻尾を巻いているんですか。 

仏教に限らず、宗教がどれだけ複雑で高尚な哲学

や思想を作り出しても、それが一般の人々にとっ

て何の意味もないということはよくあります。キ

リスト教の神学にしても、普通の信者にはどうで

もいいことですし、日本でもお寺や法事で聞く説

教に、むずかしい話が出ればいやがられます。一

般の人々にとって、宗教とは心の支えや癒し、あ

るいは生活の指針になればそれでいいのです。し

かし、宗教がこのような思弁や論理を発達させた

ことが、近代的な科学の誕生にもつながりました

（それがいいか悪いかは別にして）。宗教学とい

う分野でも、哲学思想を扱う研究者もいれば、民

衆のあいだでどのような役割を果たしているかに

関心がある人もいます。マカラの尻尾は、これま

であまり気にしていませんでした。蛇やナーガの

表現でも同様かもしれません。他の作例でもチェ

ックしてみて下さい。 

 

ハスの記事を読んで疑問に思ったんですが、「他

の生き物を補食する」ものが極楽にいることはお

かしいということは、極楽にいる人（？）は何も

食べないんですか。 

何も食べないんです。食べるというのは食欲とい

う煩悩のなせるわざです。何といっても、極楽は

仏の世界なのですから、煩悩があっては困るので

す。極楽の情景は『阿弥陀経』のような浄土系の

経典に、こと細かく描写されています。当時の

人々が理想としていた世界、つまりユートピアな

のでしょう。実際に読んでみることをおすすめし

ますが、楽しいこととか素敵な場所ということに

ついての人間の想像力というのは、いじましいほ

ど貧困です。木が宝石でできていて、風が吹くと

心地よい音がするといった程度です。よく言われ

ることですが、極楽浄土なんて三日も住めば飽き

てしまうでしょう。それに対して、反対の地獄の

世界は、多種多様の苦しみが課せられる世界です

から、人間の持つ本性のようなものがよく現れて

います。「苦しみ」というより、どのように苦し

めるかという視点なのでしょう。このような地獄

の光景は、画家の創作意欲もかきたて、多くの地
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獄絵を生み出しました。 

 

口から花綱を出すヤクシャを見て、いつも思うの

ですが、この作品のストーリーはどのようなもの

なのですか。また、ヤクシャは何人もいるものな

のですか。 

ヤクシャとはある種の神的存在を指す普通名詞で、

特定のものではありません。漢訳では「夜叉」と

訳されます。仏塔の装飾にはさまざまなヤクシャ

が現れますが、ほとんどは装飾モチーフであって、

特定のストーリーとは結びついていません。花綱

というのは植物を編んで作った綱で、豊穣多産の

シンボルです。インドのみならず、ギリシャやロ

ーマなどのオリエント世界でも、装飾モチーフと

して好まれました。ガンダーラにもたくさんあり

ます。口からこれを吐き出すというのは、なかな

かすさまじいイメージですが、やはりこれも植物

の繁茂力を背景にした豊饒のイメージなのでしょ

う。日本の古事記にあるオホゲツヒメの神話も、

これと同じように理解できます。オホゲツヒメと

いうのは自らの口から食べ物を吐き出して、これ

によってスサノオを歓待した女神です。食べた後

でそのことを知ったスサノオによって、殺される

のですが、その死体からはさまざまな植物が発生

します。穀物や芋類などの食用になる植物の起源

となります。このようなタイプの女神にまつわる

神話は、東南アジアを中心に幅広く分布し、神話

学で「ハイヌヴェレ型神話」と呼ばれています。 

 

宇宙があまりにも大きいのは、人間がごく卑小な

存在であるということを明示するためだろうか。

また、数も無数にあるが、それは人間の自我が統

一されたものだと考えられていたせいではないだ

ろうか。（本当は無数の我の束になったものが

「自」だと思う）。 

たしかに、仏の世界の広大さと、それをすべてコ

ントロールするような、究極的な仏（法身といっ

たりします）の存在を説くことは、われわれ人間

の卑小さを表すという目的もあったでしょうが、

単に巨大なものと卑小なものという対比ではなく、

その両者がじつは本質的には異ならないことも意

識されていたと思います。後半の質問は、私の理

解で正しいかわかりませんが、ウパニシャッド哲

学の「アートマン」のようなとらえ方でしょうか。

ただし、そこではアートマンはそれがそのまま絶

対的な宇宙原理であるブラフマンと同一であると

考えられ、無数のアートマンを集合させるという

見方ではないようです。 

 

大仏がそんなに大きいということは、私たちが空

を見上げれば、仏の身体の細胞のひとつひとつを

見ていることになったりするのかなと思いました。

そうするとまた「大」と「小」がごっちゃになっ

てくる気がします。でもそれが自己と宇宙という

ことなのでしょうか。何かめちゃくちゃですね。

すみません。なぜ仏教は輪廻とか「反復する時

間」とか繰り返す概念が主なのですか。キリスト

教では「終末」を定めていますよね。まったく反

対であるのが不思議です。 

宇宙が仏であるという考え方は、宇宙全体を（つ

まりわれわれを含む全存在を）「聖なるもの」と

してとらえることで、これは今回の授業でも取り

上げます。その場合、実際の宇宙の構造と、仏の

身体の構造との対応はあまり問題になりません。

解剖学的な知識とは無縁だったようです。しかし

その一方で、仏の身体についての関心はさまざま

なところで現れ、『華厳経』では仏の身体の毛穴

ひとつひとつに無数の世界がおさめられ、それら

がたがいに光によって照らしあっているという描

写も出てきます。その世界にはやはり法を説く仏

がいるのですから、その仏の毛穴にも…というこ

とになり、もう何がなんだかわからないですね。

この場合の毛穴は、以前取り上げた「仏の三十二

相」に含まれます（同じ向きで生えている）。『法

華経』で光を発する眉間の白毫もそのひとつでし

た。仏の身体が問題となるのは、生物学的な身体

ではなく、三十二相をそなえたシンボリックな身

体なのでしょう。時間についてはそのとおりで、

インドばかりでなく中国や日本も「反復する時

間」や「円環的な時間」が普通ですが、キリスト

教では天地創造にはじまり最後の審判で終わる

「直線的な時間」が説かれます。これはユダヤ教
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やイスラム教でも同様です。1 年という周期を基

本とする農耕民族と、砂漠を生活の場とする遊牧

民との違いからくるという説もあります。 

 

古代中国の名作「長恨歌」では、楊貴妃が死後、

仙女のひとりに生まれ変わっていましたが、仏の

世界で生まれ変わった人間が、仏のような存在に

なることができるのでしょうか。 

仏の世界は悟りの世界ですから、そこに入ったも

のは二度と生まれ変わりません。輪廻再生はわれ

われ衆生の迷いの世界です。たしかに中国には

「神仙の世界」というのがあり、インドの天がこ

れに似ていますが、同じものではありませんし、

直接の影響関係は稀薄でしょう。ただし、造型作

品としては、インドでも中国でも「飛天」という

ものがあり、イメージの上でもつながりがあるよ

うです。 

 

ハスの花の中に世界は 20 層ぐらい重なっている

と聞いたが、下から見たら上の世界の様子は見え

るのだろうか。また、見えないのだとしたら、何

が見えるのだろうか。世界の端はあると考えられ

ていたのだろうか。 

普通は見えません。しかし、仏が法を説くときに

示す神変で、すべての世界が照らし出されて、そ

こでも、別の仏が法を説いている光景が見えると、

大乗経典には記されています。このような情景は

「相互照見」と呼ばれ、大乗仏教の重要な概念と

なります。前々回に配布した資料の中に、関連す

るものがありますから読んでおいて下さい（梶山

『神変』）。世界は全体としてとらえるという点で

は、世界の端はあると考えられていたでしょうが、

実際にここが端であるというような説明ではあり

ません。 

 

インドの仏教徒は、ハスの中のほんの一部を人間

の世界として与えている。もし、欧米の人々にこ

れと同じ質問をしたら、華の真ん中に大きく、人

間のスペースをとりそう。いろんな国の人に、ハ

スの花に宇宙観を示してもらったら面白いと思っ

た。種子の中は小さなスペースだけれど、種子は

生命を生む大事な場所。インドの仏教徒は自分た

ちの住む場所を謙遜しながらも大切に考えていた

のではないかな。 

種子が生命を生む場所というのは、今回の授業で

も取り上げる重要なポイントです。卵も種子も同

じですが、そこからすべてが生まれてくることが、

驚異ともいえるのです。これは 2 千年前のインド

人でも、われわれ日本人でも共有できる驚きでし

ょう。小さいものに全体が含まれるとか、小さい

ものが大きいものと一致するというのは、常識的

には間違っているとか、理解不可能と思われます

が、たとえば、数学では「部分は全体に一致す

る」と言われますし、生物学でも「個体発生は系

統発生を再現する」と言われたりして、じつは人

間の思考法としては自然なものです。 

 

書名は忘れましたが、最近よく『法華経』を聞く

ので、本を少し読んで勉強しました。釈迦が最後

に説いた教えであると知り、おどろきました。ま

た、聖徳太子が取り入れた三経のひとつであった

こと等も知りました。最後の絵が浄土図につなが

っていくとのことですが、浄土宗とかで描かれる

ものにたしかに似たものを感じたのは気のせいで

しょうか。マンダラにも似ていると思いました。 

ぜひ、いろいろ本を読んで勉強して下さい。『法

華経』に限らず、仏教についての解説書はたくさ

んありますが、テーマが宗教であるだけに、いい

加減なものもたくさんあります。初心者向けには、

定評のある新書などが適当でしょう。岩波、講談

社、中公の新書なら、おおむね信頼できる内容だ

と思います。『法華経』というのは日本の仏教に

大きな影響を与えた経典ですが、とくに戦前から

戦後にかけて現れた新興宗教の多くが、この経典

をもっとも重視します。そのような立場からの本

も多いのですが、学問的には問題があるものが大

半です（信仰のレベルと学問のレベルは同じでは

ありません）。神変を表した作品が浄土図へと受

け継がれているのは、インドから中国、日本へと

いう仏教美術の流れを考える上で、きわめて重要

です。マンダラはもともと浄土図的な「仏の世界

図」とは異なる原理で描かれていたのですが、日
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本では「当麻曼荼羅」のような、浄土図としての

マンダラが現れます。平安時代の後期には浄土教

と密教が相互に影響を与えあいます。マンダラに

ついては今回から少しずつ見ていきたいと思いま

すが、これまでの授業ともつながっていく内容で

す。 

 
 

9. マンダラとは何か 

 
 

マンダラを見ると、子どもの綱引きの絵にたしか

に似ていた。マンダラと子どもの絵の共通点は、

多くのものを表現するために工夫した結果生じた

ものだとわかった。話は変わりますが、中国のマ

ンダラを見たことがありませんが、実際に存在す

るのですか。 

マンダラと子どもの絵との関係は、今回あらため

て説明します。前回はとりあえず、われわれが描

く絵というものが、これまでの教育などによって、

いかに画一化されているかを感じてもらいました。

別に子どもの絵ではなくても、アフリカの未開民

族の絵とか、あるいはピカソなどのキュビズムの

絵でも同じようなことが言えます（ピカソやキュ

ビズムについては指摘してくれた方もいます）。

中国のマンダラはほとんど現存しません。チベッ

トの系のマンダラは北京や承徳などに、明代や清

代のものがありますが、唐代の中国密教のものは

きわめて少数です。その数少ない例が、平安時代

に日本にもたらされています。高野山の「板彫曼

荼羅」がそれです。マンダラに含まれる仏たちを

描いた白描図も伝わっています。また、西安市の

近くにある法門寺という寺院からは、マンダラを

ベースにした工芸品が最近発掘され、研究者の間

で注目されています。9 世紀末の密教図像が大量

に発見されたからです。 

 

今日は生命の誕生、概念の世界などと、いろいろ

なテーマにふれてたいへん興味深かった。子ども

の絵の描き方を例にとった、知的発達とともに変

化する絵の描き方ということは考えさせられるこ

とが多く、私たちがものを描くというときに以下

に多くの制約を自分で課しているのかと、はっと

させられた。マンダラのような平面的な絵は、発

展途上の描き方というわけではないということも

わかった。また、描き方についての制約を取り払

って有名なのが、ピカソなのだろうと思った。 

前回の授業はコスモロジーや仏塔の象徴性などと、

マンダラ入門が詰め込まれたので、かなり盛りだ

くさんの内容になってしまいました。しかし、こ

れらのテーマは実際には連続する部分も多くあり

ます。マンダラの終わったところでまとめるつも

りですが、どこが関連するか自分でも考えてみて

下さい。さて、前のところにも書きましたが、ピ

カソをはじめキュビズムの画家が描いた絵は、対

象を分解して、ふたたび接合しているという点で、

マンダラの描き方とよく似ています。さらに、イ

ンドの仏教美術の流れを以前にたどったときに、

異時同景図つまりひとつの画面に異なった時間帯

の出来事が詰め込まれているという話をしました

が、マンダラに見られる複数の視点は、このよう

な形式とも関係すると考えています。 

 

子どもの絵の視点はかなり混沌としているような

気がした。私たちはすでに固定観念に縛られてい

るから、そう思ったんだと思う。無色界は表すこ

とができないとおっしゃっていましたが、私たち

には想像ができないので、イメージとしては混沌

としているような感じに思えてしまうのですが、

秩序だっているのでしょうか。 

無色界は空間的な広がりがない世界なので、そも

そも絵画のような平面に表すことができません。

もちろん立体にもです。マンダラに表されている

のは「仏の世界」なので、さらにそれよりもレベ

ルは上の世界です。平面とか立体とか以前に、何

らかの形で「再現」することさえも不可能なはず

です。マンダラが「仏の世界」を表しているとい
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うのは、表すことができないのですから、本来矛

盾しているのです。そのため、伝統的な仏教学で

は、「真の曼荼羅」というものは形に表すことが

できないが、「仮のマンダラ」として、絵画化さ

れたというような説明をします。これは巧みな説

明ですが、なぜ、われわれが見るような形でマン

ダラは表されたかについては説明していません。

授業でも言ったように「マンダラは悟りの世界で

ある」という定義は、誰にもそれを確認できない

という意味で、それ以上の説明を拒否しています。

授業ではこれに対し「表すことができないものを、

どのように表しているのか」、そして「なぜわざ

わざ表そうとしたのか」という疑問を考えてみま

す。そのヒントが「子どもの絵」と「儀礼」です。 

 

マンダラという言葉自体は、高校の日本史でやっ

たけれど、それが何であるかということは全然知

らなかった。まだはっきりとはわからないけど、

子どもの描く立方体の絵を見て少し納得した 

マンダラはサンスクリット（梵語）ですから、外

来語なのですが、われわれの日常生活の中でもと

きどき目にします。テレビの番組に「なんとかマ

ンダラ」というのが以前にありましたし、週刊誌

の見出しなどにも「世相マンダラ」とか「人間マ

ンダラ」というような使われ方をしています。最

近、駅前の県立音楽堂で行われる邦楽の演奏会に

「マンダラ」を含むものがありました。これらは

おおむね「複雑なものが詰め込まれている」とい

う様なニュアンスで用いられているようです。た

しかにマンダラから受ける印象にそのようなもの

があるのは否めません。しかし、複雑なものとい

うのが「混沌」であるとすると、実際のマンダラ

はそれとは逆の「秩序」（授業で取り上げてきた

宇宙論的な意味での）を体現するものですから、

むしろ逆になってしまいます。高校の日本史に登

場するマンダラは、おそらく平安初期に空海らに

よってもたらされたもので、挿絵として実際の作

品も紹介されていたかもしれません。授業でもお

見せしますが、これだけ見てもそれが何かは絶対

にわからないでしょう。言い換えれば、マンダラ

を理解するためには、これまでの授業で取り上げ

てきたインドの仏教美術、仏たちの世界、宇宙観、

仏塔などの知識が必要なのです。 

 

軸＝世界軸と先生が描いたんですけど、なぜ軸が

必要なんでしょうか。それほど重要なんでしょう

か。（世界をまとめるためのものとしてほしかっ

たとか） 

世界観やそのイメージは、こういうものを作ろう

として、アイディアを出し合ったできたものでは

なく、特定の民族や文化で共通するイメージが自

然発生的に現れたと考えられます。その構造はさ

まざまですが、共通して「軸」のようなものが現

れるということです。これは「世界は中心を持

つ」ということもできます。同様に「なぜ中心が

あるのか」という質問も可能ですが、むしろ、中

心を持たない世界というものを、人間が持つこと

がむずかしいと見るべきでしょう。世界地図を例

にするといいかもしれません。日本で売っている

世界地図は、当然、日本が中心で太平洋が画面の

大半を占めています。しかし、欧米の地図では大

西洋が真ん中あたりにあり、日本は全体の右端、

つまり東の果てです（だから極東というのです）。

「世界の中心には自分がいる」というのが、人間

の持つ世界観の基本なのです。「私とは何か」を

世界観の授業の中で取り上げたのはこのためです。

軸という形態を持つのは、水平的な広がりを天と

地、あるいはその中間の空という領域を、このよ

うな中心が貫くためです。 

 

因中有果論の話がイメージできなくてわからなか

った。もう一度説明してほしい。 

時間的にむずかしいので、以前同じテーマで話し

て活字になっているものを資料として配付します。

宿題とかではありませんが、一度読んでみて下さ

い。この数回の授業であつかった内容が、ところ

どころに出てきます。 

 

金剛界曼荼羅は 9 つに分けられた部分はすべて同

じ配置だと思っていたけど、違っていた。何とな

く中心の部屋に中心となる仏が 1 体描かれている

イメージがあったけど、今日見た金剛界マンダラ
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は、上の段の真ん中のところに大きな仏が描かれ

ていたのも意外だった。金剛界マンダラ、胎蔵マ

ンダラは名前を聞いたことはあるけど、何が違う

のかまったくわからないので知りたいと思った。 

日本の金剛界マンダラは 9 つの部部に分かれるの

で「九会曼荼羅」とも呼ばれます。このような形

式のマンダラはインドやチベットにはありません。

おそらく唐代の中国で成立したものです。9 つの

部分はいずれも、このマンダラが典拠とする経典

（『金剛頂経』といいます）に基づいていますが、

右上の「理趣会」のみは『理趣経』によります。

マンダラの種類と詳しい内容は、授業では時間的

にあつかえません。金剛界と胎蔵については教科

書のコラム③と④を参照して下さい。現在、学部

の授業で「アジアのマンダラ」という内容で、い

ろいろな地域のさまざまなマンダラを解説してい

ます。 

 

仏を内包する日本の仏塔には、インドのように宇

宙を内包するというイメージはあるのですか。仏

塔は日本のものはイメージ的に規模が小さくなっ

てしまったように思います。 

おそらくないと思います。日本人が「宇宙」や

「世界」に対しほとんど関心を向けなかったのは、

授業でも強調しているとおりです。日本の密教寺

院の塔は、マンダラと結びつくことで独特の展開

をします。日本のマンダラは金剛界と胎蔵界の 2

種類が圧倒的に重要で、しかもこの 2 種が一組の

ものとして扱われます（金胎不二とか両部不二と

いいます）。仏塔の中に仏像を配置するときも、

この理念にもとづくことがしばしばあります。こ

れはインドでは考えられなかったことです。 

 

私は京都出身なので、久々に五重塔を見てなんか

うれしかったです。いろんな形の仏塔があるんだ

って、なんか感心しました。でも場所によって、

仏塔の形も全然違った。日本にある仏塔は典型的

な感じで、それにインドのやつとかも違いすぎて、

仏塔って感じないです。半球形の仏塔は卵のイメ

ージっていうのは、よくわかるんですけど、何が

どのように伝わって日本の仏塔の形になったんで

すか。金剛界マンダラみたいにマンダラにも顔が

四つあったりするんですね。マンダラってどれを

見ても引き込まれそうに、何か魅力を感じます。 

東寺の五重塔は国内最大の五重塔で、京都の中で

もよく目立ちます。新幹線に乗っていると、車窓

からも見ることができますね。仏塔の歴史につい

ては詳しいことは私もよくわかりません。五重塔

のような多層塔は、中国で誕生したようですが、

日本に伝わるときには朝鮮半島を経由することも

あります。日本の仏塔についての文献を少しあげ

ておきます。 

濱島正士 1992 『寺社建築の鑑賞基礎知識』至

文堂。 

濱島正士 2001 『日本仏塔集成』中央公論美術

出版。 

ネパールやチベットの仏塔に目があるのは、新聞

のコラムでも書いたように、仏塔全体を仏とみな

しているからですが、たんに仏の姿をまねしてい

るというだけではなく、密教では仏が宇宙として

顕現し、仏塔がそれを象徴しているという背景が

あるからです。マンダラが求心的であるのはその

とおりで、中心に引き込まれるというのは、マン

ダラの持つ機能からも理由があります（今回取り

上げます）。 

 

名古屋の覚王山の「日泰寺」に、本物といわれる

仏舎利をおさめた塔があるのですが、本当に本物

なのでしょうか。 

本物といわれています。しかし、仏舎利塔（つま

り仏塔のことです）の下に埋められているので見

ることも、取り出すこともできません。この舎利

は第 2 次大戦後、タイから寄贈されたものです。

仏教徒にとって舎利つまり釈迦の骨が貴重なもの

であるのはたしかですが、単に教祖の遺骨という

以上に舎利は歴史的に重要です。仏塔の誕生も舎

利の埋葬に由来しますし、マウリヤ朝のアショー

カ王は、これを掘り出して、あらためて八万四千

の仏塔を新たに建立したといわれます。大東西域

記で有名な玄奘は、インドのあちこちで舎利をま

つっていることを報告しています。スリランカや

中国にも伝わり、とくに中国では舎利信仰と皇帝
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崇拝が結びつきます。日本の鎮護国家の仏教もこ

の流れを汲んでいます。舎利の歴史はそのまま仏

教の歴史ということもできます。どうでもいいこ

とですが、日泰寺の参道には「えいこくや」とい

うインドカレー屋があります。 

 

後で他国のマンダラが見つかったということは、

マンダラを日本特有のものだとそれまで考えてい

たのですか。 

チベットにもマンダラが残っていることは、かな

り古くからわかっていました。イタリアの東洋学

者の G. トゥッチなどは、戦前からチベット、中

央アジア、ネパールを探検し、多くのマンダラを

報告しています。しかし、それが日本のマンダラ

と同じ種類のものであるとか、比較研究をすると

いうことはほとんどありませんでした。とくに日

本で密教やマンダラを研究していた人々が関心を

向けることは皆無でした。この分野の国際化はご

く近年のことなのです。 

 

ウダヤギリの仏塔の北方に大日如来が配置されて

いることが不思議です。 

胎蔵界の西方にも阿弥陀如来が坐していますが、

西方だけ金剛界と共通しているのはなぜですか。

共通があるなら各方位の如来はそれぞれにまた相

違点ははっきりしているのですか。 

東寺五重塔と金三（森注・高野山の金剛三昧院の

こと）の多宝塔の内部ははじめて見ました。ふだ

んは見られないので貴重な写真だと思います。 

ウダヤギリの胎蔵大日はたしかに謎です。本来は

不空成就が来るべきところなのですから。種智院

の頼富先生は、金剛界系の五仏に胎蔵大日が混在

していることで、金胎不二の萌芽があるという解

釈を示しておられます（頼富本宏 1992 「イン

ド現存の金胎融合要素」『密教学研究』 24: 11-

30）。 

阿弥陀が金剛界でも胎蔵でも西にいるのは、それ

だけ西の仏国土とこの仏の結びつきが強かったか

らでしょう。胎蔵系の四仏の構成は、金光明経な

どと共通しますが、インドでは金剛界系の四仏に

押されて、大日経以降はほとんど登場しません。

日本では両者は同体とみなしますが、インドでは

おそらくそのような解釈はなかったでしょう。東

寺の五重塔は毎年正月に公開されます。以前に特

別展があったときにも公開されていて、私はその

ときに拝観しました。内部の五仏はたしか室町期

ですが、いいものです。金三は一般には公開され

ていませんが、特別に依頼すると見せてくれるこ

とがあります。団体の泊まり客があるときなども

です。こちらは鎌倉初期で、私は 2 回拝観したこ

とがありますが、そのすばらしさには目を見はり

ます。内部の写真は霊宝館の図録などにときどき

掲載されています。 

 

黒板に書いてあったヴァジュラというのは何なの

ですか。 

本来、ヴェーダの代表的な神であるインドラ（帝

釈天）の持ち物で、敵を攻撃する武器です。イン

ドラは雨をもたらす雷の神が起源とも考えられて

おり、その武器であるヴァジュラは稲光をかたど

ったとも言われています。造型表現としては、以

前に授業で紹介したガンダーラの金剛手がしばし

ば持っていますが、そこではウサギの餅つきのと

きの「きね」のような形をしています。密教の時

代には金剛手や忿怒尊の持物として広く見られる

ほか、仏具となり、僧侶が手にするようになりま

す。 

 

 

10. マンダラと儀礼 
 

 

マンダラが実用的なものだとは思わなかった。仏

を中心とした視点で描かれているのには理由があ

ったんですね。砂マンダラを壊すのはもったいな

い！壊すくらいなら私に下さい。なぜ壊さなくて
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はならないのですか。 

一般にマンダラは仏教絵画のひとつとしてとらえ

られているので、礼拝や鑑賞を目的とする芸術品

のように理解されています。これはおもに日本の

マンダラに当てはまりますが、砂マンダラや立体

マンダラのようなチベットのマンダラを見ると、

理解できなくなります。ところが、マンダラを儀

礼の装置としてとらえると、マンダラ特有の表現

方法などが、すべてうまく説明できるのです。マ

ンダラが「仏の世界の縮図」というような説明も、

儀礼の文脈でこそ意味を持つのです。しかも、イ

ンドの文献では、チベットの砂マンダラとそっく

り同じものを、儀礼のために作るように記されて

います。マンダラの表現方法が、これまでの授業

で取り上げてきたインドの仏教美術や密教美術と

も結びつくことは、今日の授業でまとめとしてお

話しするつもりです。砂マンダラを壊す理由は

「すべてのものは無常である」という仏教の大原

則を守るためと説明されます。そもそもマンダラ

は「仏の世界」を象徴的にあらわしているもので、

おおっぴらに公開するものではありません。マン

ダラの秘密は灌頂の儀式を受ける選ばれたものに

のみ示されるのです。また、インドでは古代以来、

儀礼の装置は一時的なもので、儀礼の終了ととも

に破壊されたり、放棄されるという伝統がありま

す。マンダラもそのようなものととらえることが

できます。 

 

マンダラでも絵ではなく梵語で仏を表現したもの

を見たことがありますが、それはなぜ梵語で示し

たのでしょうか。字の違いがよくわからないので、

僕にはみな同じ仏なのかもと考えてしまいます。 

仏のかわりに文字を用いたマンダラは「種子（し

ゅじ）マンダラ」と呼ばれます。これは、マンダ

ラに含まれるそれぞれの仏を表す文字が定められ

ているからです。仏のかわりにシンボルを用いた

マンダラがありますが、これと同じことです。こ

れらの背景には、密教特有の瞑想法があります。

マンダラを前にした密教の僧侶は、実際の仏の世

界を立体的に瞑想します。マンダラはそのための

手助けになる「設計図」です。仏たちの姿も瞑想

で生み出しますが、そのときに「核」のようなも

のが必要です。シンボルや文字がこれらの核に相

当します。シンボルが用いられるのは、以前取り

上げた「仏の世界の多様化と画一化」と関連し、

よく似た姿の仏たちを区別するための目印として、

用いられます。一方の文字は形とともに、音も重

要で、瞑想の過程で文字を発音します。種子マン

ダラは日本では作例が多いのですが、チベットで

はあまり見ることはありません。インドにわずか

に作例が残っています。 

 

映画「セブン・イヤーズ・イン・チベット」で、

中国人を迎えるために砂マンダラを作っている場

面がありました。その精細さに本当に驚き圧倒さ

れました。日本でも家を建てる前に地鎮祭を行い

ますが、他の国々でもあるものなのでしょうか。 

砂マンダラを「セブン・イヤーズ・イン・チベッ

ト」で見たことがあるという方が、かなりいらっ

しゃるようです。私は見ていないのですが、ほか

にもチベット仏教を紹介するときに砂マンダラそ

が取り上げられることが多いようです。さすが

「神秘の国チベット」という感じですが、実はこ

れと同じものをインドですでに作っていたことは、

ほとんど知られていません。砂マンダラの制作と

それを用いた儀礼は、インドの宗教文化の中で生

まれたものなのです。地鎮祭をはじめとする建築

儀礼は、現代の日本でも重要ですが、かつてはさ

らに多くのしきたりや禁忌（タブー）がありまし

た。このようなことは日本に限らず、おそらく世

界中で見られるはずです。家というのはわれわれ

にとって最も重要な「空間」ですが、しばしば

「宇宙」や「世界」と重ね合わされます。家を造

ることは宇宙の創造であり、その儀礼は宇宙の開

闢と結びつけられるのです。インドもその例外で

はありません。日本の地鎮祭はインドの建築儀礼

で行われた結界の作法と関係します。 

 

地上のマンダラの装飾が立体マンダラと対応して

いることに驚きました。立体マンダラを二次元に

投影したものが、図像によるマンダラであること

に、過去の行者（先師）の豊かな仏教世界観を改
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めて感じました。金箆は独鈷杵に似ていますね。

医者の道具－武器に関連性は、あまり見いだせな

いのですが。 

立体マンダラはおそらくチベットで生み出された

もので、インドにはこのようなマンダラは作られ

ませんでした。インドで確立し、チベットに伝え

られたスタンダードなマンダラの形態をもとにし

ています。たしかに、本来立体的である「仏の世

界」を平面化したものが、絵画のマンダラや砂マ

ンダラなのですが、実際はもう少しややこしい関

係にあります（授業ではこれをかなり単純化して

います）。市販のマンダラ解説書などには、この

「マンダラは仏の世界」という説明が必ず現れま

すが、「それなら本当の仏の世界はどういうもの

か」という問には答えていません。授業で繰り返

したように、仏の世界はわれわれの認識を超越し

ているのですから、示すことができないはずです。

立体的な構造を持つマンダラは、瞑想やヨーガな

どを用いた特殊な宗教体験で認識されたでしょう

が、そのイメージを客観的に他者に伝えることは

ほとんど不可能でしょう。そのため、マンダラと

いう手がかりをもとに、それぞれが立体的に仏の

世界を瞑想したのです。つまり、立体的な仏の世

界とは、マンダラという平面的な図をもとにして

作られているのであって、その逆ではないのです。

それだからこそ、マンダラ固有の表現方法には、

必然的な理由があるのです。このことは「マンダ

ラとは仏の世界を平面化した」という説明とは正

反対になります。金箆はたしかに独鈷杵に似てい

て、独鈷杵の片方の先端を球形にしたような形で

す。インドでどのような形をしていたかは、遺品

がないのでよくわかりません。文献では「へら」

や「匙」という意味の単語が現れます。日本密教

にとって密教法具は重要な請来品であったので、

形態を変更したとは考えられず、インドにまでさ

かのぼる可能性は高いのですが。 

「聖なるもの」って「俗なるもの」になるんです

ね。 

授業ではその逆の「俗なるもの」が「聖なるも

の」になるという話でした。人間や像が仏になる

ことを、このようにとらえたのです。もちろん、

その逆に「聖なるもの」が「俗なるもの」にもな

ります。「聖と俗」という対概念は、エリアーデ

をはじめ多くの宗教学者が宗教現象をとらえるた

めに用いています。日本の民俗学では「ハレ」と

「ケ」さらに「ケガレ」という概念もあります。

「俗なるもの」が「聖なるもの」になることや、

「俗なるもの」のなかに「聖なるもの」が現れる

ことを、エリアーデは「聖性顕現」（ヒエロファ

ニー）と呼んでいますが、これも重要な言葉です。 

 

灌頂儀礼の流れの説明を聞いたときに、ふと小さ

いときに読んだ歴史マンガの 1 シーンなのですが、

空海が目隠しをした状態で、投華得仏をしたとこ

ろ、毎回、花がマンダラの中央の仏の位置に落ち

て、まわりの僧が皆、驚いているシーンを思い出

しました。このことは、それほど空海がすぐれた

僧であったということを表していたのですね。 

そのとおりで、真言宗の中では開祖弘法大師のエ

ピソードの中でも重要なもののひとつです。「投

華得仏」というのは、灌頂の中のはじめの方で行

われますが、私自身、今ひとつこの儀礼の目的が

わかりません。マンダラの中に花が落ちた位置に

したがい、自分の「本尊」が決まるということに

なるそうです。目隠しをして花を投げるという偶

然的な方法で、自分に関係の深い仏が何であるか

を知るということなのでしょう。マンダラに描か

れた仏の世界と、この本尊を媒介にして関係を持

つことになります。それならば、マンダラのはし

っこの方の仏よりも、中央の大日如来の方がいい

でしょう。マンダラの上に落ちない場合もあった

ようで、それを三回繰り返すと、資格はないとい

うことで、灌頂は中止になります。花を投げる弟

子は目隠しをしていますし、それまでにマンダラ

のまわりを移動しているので、真ん中をねらって

も、なかなかむずかしいようです。投げる花も、

現在では「しきみ」という植物の葉を用いるので、

ひらひらと落ちます。現在の真言宗では、マンダ

ラのどこに落ちても、空海にならって、大日如来

の上に落ちたということにするそうです。司馬遼

太郎は『空海の風景』の中で、このことを「なん

と姑息な」と非難していますが、本来、マンダラ
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に描かれたすべての仏たちは、根源的な存在であ

る中尊が姿を変えて現れたのですから、別に問題

はないのですが。 

 

マンダラの儀礼の構図で、弟子（仏像）となって

いますが、弟子の場合の灌頂に、マンダラを使う

のはわかりますが、仏像の完成式でどう使うので

しょう。 

ほとんど同じように使います。つまり、弟子では

なく仏像をマンダラのかたわらに持ってきて、花

をマンダラの中尊の上に置きます（投華得仏に相

当）。そのあと、一連の灌頂（水を注ぐ等）を行

います。仏像というのが人間の似姿をしているの

ですから、人間のように扱えばいいのです。仏像

の完成式の場合、準備されるマンダラはその仏像

が中尊になっているものや、もしそのようなマン

ダラがなければ、最も関係の深いマンダラです。

仏像としてあらわれた仏が本来位置する世界がマ

ンダラであることは、ここからもわかります。な

お、完成式は仏像以外にも僧院や仏塔、あるいは

経典、数珠のようなものでも行うようです。いず

れも「聖なるもの」です。これらの場合、仏像の

完成式とは異なるさまざまな例外規定があります。 

 

マンダラはどの僧も作ることが許可されているの

ですか。マンダラを制作すること自体が儀礼であ

るということは、スライドで登場した数多くのマ

ンダラも立体マンダラも、僧が儀礼の最中に作っ

たということですか。あれらのマンダラはすべて

儀礼に使われたものだということですか。 

インドの文献を見ても、とくに資格とかはないよ

うです。現在のチベットの場合はよくわかりませ

んが、単純作業なので、むしろそれほど偉くない

僧が携わっているのではないかと思います。立体

マンダラや絵画のマンダラは、儀礼のために使わ

れたわけではありません。礼拝のために用いられ

たり、僧が瞑想をするときの参考にされたりしま

す。壁画のマンダラはもっぱら寺院の荘厳のため

でしょう。初期の密教経典の中には、地面の上に

壇を築いて作られるマンダラと、布などに描いた

マンダラの両者があらわれます。儀礼のためのマ

ンダラと、イコンとしてのマンダラが併存してい

たことがわかります。従来のマンダラの説明は、

もっぱら後者にのみあてはまるものだったのです。 

 

マンダラはそれだけで宇宙を表現している。宇宙

といえば、いろいろな惑星がある空間を思い浮か

べるが、ここでの宇宙とは仏たちの無限の世界を

意味している。見たこともない精神世界を表現し

ようとすることは非常にむずかしいので、マンダ

ラをはじめに描いた人の世界観を聞いてみたいと

思った。 

そうですね。宇宙や世界ということばは、われわ

れには地球とか天体とかを連想させますが、「自

己と世界」という観念は、そのような知識がない

時代にも当然あったはずです。宗教の場合、そこ

に仏のような絶対者や、われわれの周囲の世界と

は異なる「聖なる空間」が登場することが重要と

なります。 

 

ジニーの話を読んで、今の自分は自分で作り上げ

たものでなく、他人によって作られたんだなとい

うことを実感した。でも、よく考えたら、それは

当たり前のことですね。生まれたばかりの赤んぼ

うは何もわからないから、まわりの人をまねして

生きていくしかないので。 

ジニーの話は言語学者や子どもの発達の研究者の

あいだでは有名なようですが、私はプリントで紹

介した BBC の番組ではじめて知りました。テレ

ビでは映像もともなっていてさらに衝撃的でした。

日本語でも紹介の本が出ていることを知り、これ

も入手して読みました（参考文献にあげてありま

す）。ジニーの話をふくむ前回の配付資料は、「生

と死」をテーマにした連続講義を活字にしたもの

です。今回、続編を配布しますので、それも読ん

でみて下さい。 

 

マンダラの中心の仏は灌頂の受者だということは、

中心の仏は特定の仏ではないのですか。たしかま

わりの仏には観音とか金剛手とか、特定の仏がい

た気がするのですが。後、チベットでは砂マンダ

ラを崩すけど、日本では敷マンダラを処分したり
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しないのですか。 

日本の密教で重視されるマンダラは金剛界と胎蔵

界の 2 種のマンダラで、いずれも大日如来を中尊

とします。弟子はこのうちのひとつのマンダラを

前にして、灌頂をうけます。弟子自身が大日如来

と同一になります。2 種のマンダラでは、大日如

来の周囲の仏たちはまったく異なります。これは、

それぞれのマンダラが成立した背景が異なるから

です。チベットには 100 種類以上のマンダラがあ

りますが、中尊も含め、仏たちの顔ぶれがそれぞ

れ異なります。ただし、まったく別のメンバーで

作るのはたいへんなので、一部の仏は共通してい

ます。敷マンダラは処分せず、じゅうたんのよう

に巻いて保存します。平安時代の敷マンダラが現

在でも残っているのはそのためです。 

 

つまり、マンダラは「仏になったら、こんな世界

が見えるんだよ」という図なのですね。 

そのとおりです。それを確認する儀礼が灌頂です。 

 

 

11. 敵対か、融和か 
 

 

ジャスコにある印度屋というカレー屋さんに、象

頭の置物がありました。あれもガネーシャなんか

な？今度行ったらじっくり見てみようと思います。

神々の家族関係って、後付けで設定されたものな

んですね。ちょっとおどろいた。 

印度屋はジャスコ杜の里店の中ではなく、そこか

ら西に 100 ㍍ぐらいのところにあります。象頭の

置物は間違いなくガネーシャでしょう。私も見た

覚えがあります。印度屋にはたまに行きますが、

いつもいわゆるバイキングで、カレーの種類が少

ないのが残念です。インドでは田舎のレストラン

でも、もっといろいろな種類があります。以前、

店の人に聞いたところでは、中で調理をしている

のはインド出身ではなく、ネパールの方でした。

印度屋という名前とは齟齬がありますが、ネパー

ルのカレーもおいしいです。金沢では他に、ルビ

ーナとかホットハウスなどのインド料理屋があり

ます。インドの神々の関係は、時代によって異な

ります。シヴァやヴィシュヌの妻や子とされる

神々のほとんどが、本来は単独で信仰されていま

した。特定の地域や社会階層の人々の信仰の対象

だったものもあります。中世のインドでは、この

ようなさまざまな神が、特定の有力神に収斂され

ていきます。家族の地位が与えられるのも、シヴ

ァやヴィシュヌと関係を持つことが重要であった

からです。この他に、本来別個の神であったもの

が、有力な神が姿を変えて現れたと解釈されるよ

うになります。たとえば、クリシュナやラーマが

ヴィシュヌの化身であるといった感じです。これ

らの現象を人類学者や歴史学者は「大伝統と小伝

統」という概念で説明することもあります。 

 

釈迦が誕生したときに降り注いだ甘露の雨と智慧

の甘露は、何か関係があるのだろうか。 

関係があります。灌頂の儀式の中では阿闍梨（先

生）が弟子に瓶の水をそそぐとき、釈迦の事績を

再現していると弟子に向かって説明します。儀礼

においてもモデルとしての釈迦が重要なのです。

釈迦が誕生直後に、いわゆる産湯のような水をか

けてもらったのは、古い時代の文献にも登場しま

す。密教では、前回の説明のように、水をそそぐ

のは龍王ではなく諸仏になっていますが、これら

の文献では水をそそぐのは二頭の龍王で、その姿

は古い時代の仏伝図像にも現れます。また、この

モティーフは、ストゥーパの装飾にもあった「女

神への二頭の象の灌水」とも関連します。「水に

よる再生」が基調にあるからです。 

 

灌頂が国王の即位儀礼をモデルにしていること、

そして、このとき用いられる水と、真理＝法から

降る雨のイメージが重なることは、とても面白い

と思いました。このことは釈迦が王子だったこと
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と、関わりが深いものなのですか。 

そのとおりで、上の回答にもあるように、釈迦が

あらゆる仏教徒のモデルであったことを示してい

ます。灌頂という儀礼は、仏教が生まれる前の古

代のインド世界ですでに行われていた国王即位儀

礼の名称です。釈迦も小さい王国の王子（太子）

であったのですから、いずれは灌頂を経て、国王

になったのでしょう。仏教徒が仏のイメージと王

のイメージを重ね合わせようとしたことは、授業

でも何度も繰り返して来ましたが、それを保証す

るのが「仏教徒のモデルとしての釈迦」なのです。 

 

先週欠席してしまったので、砂マンダラの写真を

はじめてみました。とてつもなくきれいで緻密で

大きくて感動しました。下絵を描いてから砂を敷

くのでしょうか。どうやって、あんなきれいな色

の砂を作るんでしょうか。法雲地の「真理＝雲」

ということについて、ふわふわした感じで不定型

な雲が真理だなんて意外です。「雨＝智慧の甘

露」というのを表したいがためにそうしたように

思えます。実際はどうだったんでしょう。あと、

シヴァにはいろんな妻がいるということですが、

どの奥さんが一番好きだったんでしょうか。私は

パールヴァティーが女らしくていいと思いました。 

砂マンダラの砂の材料は、いろいろあったようで

す。理想的には五種類の色の宝石、たとえば赤は

ルビー、青はラピスラズリを砕いて作るようです。

米の粉や花びらを使うという説明もあります。米

の粉の場合は、後から顔料などで色を付けたので

しょう。現在のチベットでは鉱物を使っているよ

うで、成分を調べたら二酸化珪素だったという報

告もあります。岩などを細かくして、やはり色を

付けているようです。雲のたとえについては、た

しかに甘露の雨であることも関係すると思います

が、そもそも雲がインドでは好ましいイメージだ

ったようです。雨期の到来とともに、空全体を覆

う雲は、インドの人々が待ち望んでいたものだっ

たのでしょう。仏などへの供物を雲にたとえ、全

世界が供物で埋めつくされるというたとえも、文

献にはあらわれます。密教の世界観では、全宇宙

は無数の仏で満ちあふれているので、それに一番

近いイメージが雲なのでしょう。シヴァの妻の中

でもパールヴァティーは美貌の持ち主で有名です。

シヴァの妻が誰であるかは地域や時代で異なるの

ですが、絶世の美女でありながら、残虐な性格を

持つドゥルガーも、多くの地域で絶大な人気を誇

っています（前回の配付資料を読んで下さい）。 

 

シヴァとパールヴァティーの子どものスカンダは、

前々回のレポートで重点的に読んだ章によく出て

いたので、記憶に残っています。昔、読んだマン

ガに聖母ドゥルガーが出てきたことを思い出しま

した。 

レポートが役に立ってよかったです。マンガにイ

ンドの神が出てきたり、そのイメージや名称が用

いられているのは、よくあります。とくに、シヴ

ァやドゥルガーがいかにもインドの神様という感

じで登場します。一般に知られているのも、この

ような有力な神に限られているからでしょう。私

の気づいたものでは、吉田秋生の「YASHA」で、

ドゥルガーが言及されていました。 

 

ガネーシャの姿がすごく印象的です。今まで愛嬌

のない無表情な仏さんたちを見てきたので、こん

な神様もいるんだなーって思いました。しかも、

お菓子持ってるなんて…。これで商売繁盛なんて

びっくりです。シヴァとパールヴァティーは、見

た目人間に近いのに、なぜ、象さんの顔になった

んでしょう。今まで、どの神が何教かなんて考え

たことがなかったのですが、姿は似ているのに異

教だったりするんですね。後からできた宗教とか

は、もともとある宗教の神の姿を参考にしたりす

るんですか。 

たしかに仏教の仏たちは愛想がないかもしれませ

ん。悟っているんですからしょうがないですが…。

その分、菩薩や忿怒尊、女尊などに、イメージの

多彩さを求めたのでしょう。ガネーシャは一度見

ると忘れられない強烈な印象を持っている神です

が、日本にも伝わっていて、聖天（しょうてん）

と呼ばれます。密教系の寺院に作例があることが

多いのですが、そのイメージから秘仏にされるこ

とが一般的です。男女の象頭の神が向かい合って
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抱き合っているものもあります。シヴァとパール

ヴァティーの子どもが象頭のガネーシャであるこ

とについては、それを説明する神話がありますが、

実際は、もともとは別個に信仰されていたガネー

シャが、シヴァのグループに包摂されたからです。

仏教とヒンドゥー教の神のイメージが共通するこ

とは、この回のテーマのひとつですが、仏教側に

よる単なる借用ではなく、イメージばかりではな

く機能や性格なども、しばしば共有されます。イ

ンドにおいては、古代のヴェーダの神々はイコン

（像）としては表されず、また、仏教も釈迦を人

間の姿で表現しませんでした。神々や仏がイメー

ジを有するようになったときに、共通の要素があ

らわれたという見方もできます。 

 

ひとつの世界に仏はひとりと決まっているのに、

同時に仏が二人になってしまうのは仏教的にだめ

だと言っていましたが、灌頂ではそれが起こって

も大丈夫な理由を聞き逃してしまいました。なぜ

ですか。 

「ひとつの世界に仏はひとり」というのは「一世

界一仏論」とも呼ばれ、大乗仏教の仏陀観の基本

にあります。これは裏を返せば、無限の世界が存

在するときに、その世界と同じ数の仏の存在が保

証されていることにもなります。このことは灌頂

の儀礼の前提となっています。灌頂を与える阿闍

梨は現在の仏（あるいはすべての仏の根源的な存

在である大日如来）に相当し、灌頂をうける弟子

が次の仏になります。灌頂をうけることによって、

その世界の次の仏に確実になることが保証される

のです。 

 

・仏教において王と仏はイメージが重なり合って

いるというか、重要な結びつきがあるように見え

るのですが、それはなぜですか。私のイメージと

しては、王という存在はもっと現実的で、俗世に

執着があって、いろんな欲望に満ちていて、悟り

を開いた超越的な存在である仏とはかけ離れてい

るように見えるのですが。それから「イメージの

戦略」ということばの「戦略」とはどういうこと

ですか。仏にまつわるイメージを、王たちは支

配・統治のために利用したのですか。 

・先週の授業はけっこう寝てしまって、マンダラ

の一番大事な部分が聞けなかったようなんですが、

プリントとかを読めば取り戻せるでしょうか。 

「王と仏のイメージの重ね合わせ」は、これまで

にも言及してきました。仏像の誕生のところで、

三十二相という超人的な身体的特徴が、この両者

に見られることや、マンダラに描かれた王宮は、

須弥山上にある帝釈天の宮殿がモデルであり、そ

の主役を神々の王である帝釈天から、仏教の仏に

置き換えたものであることなどです。現実の王の

イメージはたしかに欲望や執着と結びついていま

すが、この場合の王は、インド世界の理想の帝王

である転輪王です。現実には存在しないけれど、

王のあるべき姿と言っていいかもしれません。も

っとも、現実の王とまったく無関係ではもちろん

なく、おそらく当時のインド人にとって、強大な

権力を持った王は、神以上の存在であったでしょ

う。「戦略」というのは、英語の strategy を意識

したことばで、仏教徒が自分たちの宗教の拡大や

定着をめざすときに取った手段というつもりで使

っています。戦争や統治とかとは直接関係しませ

んが、「戦略」というこの言葉自体も宗教と政治

を重ね合わせるものですね。マンダラの一番大事

な部分が聞けなかったのは残念です。授業で繰り

返すわけには行かないので、同じような内容の含

まれる、私の次の二文献を参照して下さい。どち

らも文学部比較文化研究室にあります。 

森 雅秀 1997 『マンダラの密教儀礼』春秋社。 

森 雅秀 1999 「マンダラの形と機能」立川武

蔵・頼富本宏編『シリーズ密教 第 2 巻チベット

密教』春秋社、pp. 135-160。 

 

スライドで見た絵が、優しい顔をしていながら残

酷な顔をしていたのが印象的だった。また、絵が

幻想的に見えた。なぜ、帝釈天は神々の王なのに、

「三道宝階降下」では帝釈天は左右に従えられて

いるのだろうか。 

マヒシャースラマルディニー（長い名前ですね）

の姿が、美しい女性でありながら残虐な殺戮行為

をしていることに、強い印象を受けた方が多くい
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ました。たしかに一般の女神、たとえばヴィーナ

スやマリアなどにはこのようなイメージはありま

せんが、強い女神、恐ろしい女神というイメージ

は、インドを含め各地にあります。このことは教

科書の第 3 章の主題のひとつでもあります。身近

のところでも、絶世の美女（あるいはかわいい女

の子）が悪い敵を次々とやっつけるという物語は、

ハリウッドの映画（チャーリーズ・エンジェ

ル？）をはじめ、日本のドラマやアニメでもおな

じみです。インドの神話とそれほどかわらないの

ですね。帝釈天は本来、神々の王なのですが、中

世のヒンドゥー教ではその地位はシヴァやヴィシ

ュヌなどの新興の神に取って代わられ、東の方角

を守る役割程度しか与えられていません。仏教の

文献や図像に現れる帝釈天は、これよりもましで

すが、梵天とならび仏法や釈迦を守る護法神とい

うのが一般的です。 

 

別の授業で、インドで「水」という言葉が、日本

に伝わって仏にそなえる「あか」という言葉にな

り、西洋に伝わって、ラテン語の aqua になった

という話を聞きました。そこで思ったのですが、

ラテン語の ignis（火）は、アグニが伝わったもの

ではないでしょうか。 

最後の ignis と agni はそのとおりで、共通の語

から派生しています。ラテン語もサンスクリット

語も同じインド・ヨーロッパ語族の仲間で、類似

した語彙が数多く含まれます。前半の水に関する

方は、ラテン語の aqua が、やはりサンスクリッ

トに共通の語があることは正しいのですが（サン

スクリットの継）、仏にそなえる「あか」は残念

ながら別です。「あか」（閼伽）はサンスクリット

では argha で、動詞 arh から作った形容詞もしく

は名詞です。arh の意味は「尊敬に値する」で、

argha は「尊敬に値すること、あるいはもの」に

なります。インドで古来から行われていた賓客接

待の儀礼（尊敬に値する大事な客人をもてなす儀

礼）に、水を差し出すという作法があり、この水

のことを argha と呼んでいました。これが神や仏

の礼拝方法にも転用されて、日本で仏に供える水

も「閼伽」と呼ばれるのです。機会があれば、

「別の授業」の先生に教えてあげて下さい。なお、

インド・ヨーロッパ語では水と火を表す語彙にそ

れぞれ 2 系統あり、形もまったく違うのですが、

それは命がある水（あるいは火）と命のない水

（火）という使い分けがなされていたからです。

たとえば、ラテン語の ignis は命ある火で、英語

の fire は命のない火の系統に属します。水も火も

単なる物質ではないのです。 

 

時間が人を死に追いやるという考え方は、日本に

はあまりないかもしれないです。 

そうかもしれません。先週、配付した資料にもく

わしく書きましたが、インドだけではなくヨーロ

ッパの死神のイメージ形成には、時間が重要な役

割を果たしています。日本で時間を表す「とき」

という言葉は、動詞の「とく（解く）」から来て

いて、「ほどける」「変化する」というニュアンス

だったというのを読んだことがあります。もう少

し緩慢な感じを時間に対して持っていたのかもし

れません。 

 

 

12. 周辺から支える神々 
 

 

密教美術を読み解くことは、単にそのものを知る

ことだけではなくて、思想とか教理とかいったも

っと大きなものをとらえるということなのだなぁ

と思った。 

 

形があって意味が付き、意味からまた形へと循環

しており、美術が高まっていくのがわかった気が

した。シンボルも物のだけではなく「印」やカッ

コウもあると教科書で読んだし、けっこう多様化

するのだと思った（「これがないと○○（仏名）
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じゃない」とかそういうことではないから…） 

 

最後の講義とても楽しかったです。 

 

・仏教における「おきて破り」って何のことです

か。 

・美術⊂形というのは、ちょっと納得できないの

ですが…。 

・これからもしいろんなところへ行って、こうし

た仏教美術を見る機会があったら、少々は「意

味」がわかりながら見られるのかなぁと思いまし

た。仏教的・インド的思想などには以前から興味

があったのですが、この授業を受けてやっぱり面

白いなぁと思いました。 

「おきて破り」について。インド美術の伝統では、

台座や乗物になるものは、その上の神がふくまれ

るグループの一員であったり（たとえば毘沙門天

とヤクシャ）、上の神の協力者や従属者であった

り（たとえばヴィシュヌとガルダ）します。密教

の忿怒尊が自分の足の下にヒンドゥー教の神を踏

んでいるのも、その神とイメージの上でも密接な

関係を持っていたためですが、教理的には敵対者

と位置づけ、さらにはその神を制圧するような神

話まで作り出しました。このことを指して、ルー

ル違反とかおきて破りと呼んだのです。 

 「美術⊂形」はすこし飛躍があるかもしれませ

んが、授業のテーマである密教美術は、それ自体

で完結した研究対象ではなく、仏教美術やインド

美術、宗教美術などの一領域と見るべきものとい

うことをお話ししたかったのです。授業では密教

美術が仏教とも密接な関係を持っていることまで

は扱ったのですが、インド美術全般までは及びま

せんでした（最後のテーマはそれを意識していま

すが）。美術は視覚芸術とか造形芸術と呼ばれる

こともあり、音楽や演劇、文学などとは異なるジ

ャンルで、突き詰めていけば、形をもった芸術と

とらえることができるのではないでしょうか。 

 

はじめの授業のスライドを見ると、きっとこの仏

も大きな世界観の図式の一部を占めているのかな

ぁと思うようになった。 

懐かしいスライドがたくさんありましたね（教科

書に載っていた写真もあったような）。来週のテ

ストがんばります。 

 

仏教の世界にふれることができてよかった。自分

の心の中にも仏教のような奥が深い宇宙が存在す

ると思った。ただ日常生活を送る上で忘れている

のかもしれない。人はいろいろな可能性を持って

いるというが、まさにそうだと思う。 

 

来週テストかぁ。それに向けて勉強するもんなの

か？とても不思議な気がします。もう少し哲学的

なことを学んでいきたいです。 

 

全十二回の講義で少しは仏教美術がわかるように

なったかと思います。もし寺院に行く機会があれ

ば注意深く見てみようと、そしてできるなら、い

ろいろなうんちくをまわりに語りたいです。 

 

密教美術はもっぱら空海がどうのこのといったも

のかと思っていたが、いろいろなスライドなどを

見れて面白かった。テレビで密教美術の番組を見

たが、マンダラについての CG が先生の図にそっ

くりでびっくりした。 

 

今日で講義が終わってしまうのは本当に残念です。

仏の世界がいろいろわかってとても面白かったで

す。とてもていねいに描かれたマンダラや宇宙観、

またさまざまなモチーフをもとにした仏像などは、

印象深く残っています。密教美術と仏の世界は奥

深いなぁと思いました。あと、毎回いろいろな質

問に回答して下さっていたのはとても楽しみだっ

たし、うれしかったです。ありがとうございまし

た。 

 

イメージの画一化→仏の数の増加→仏の世界の拡

大化という流れは、それだけ大きな世界に行きわ

たるほど仏教は偉大だということを示すためだっ

たのだろうか。またその流れは既存の世界では満

足しきれないとか、自分が信じるものがもっと偉

大であって欲しいといった考えに基づいていたの
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だろうか。機会があれば、その流れに反対した保

守的な仏教についても学んでみたい。 

 

この授業を取らなければ、きっとずっと知らない

ままだっただろう密教美術について、少しでもふ

れることができてよかったです。 

 

今まで仏像をあまり深く考えずに眺めているだけ

でしたが、授業を通して、仏像についてさまざま

なことを知ることができて、これから仏像を見て

いくことが楽しくなりそうだと思いました。 

 

今までの講義で、仏教美術について少し知ること

ができてよかったです。今まで仏像とかはみんな

同じに見えていたけれど、この講義でそれぞれい

ろんな特徴があり、何らかの意味があることが分

かりました。 

 

今日はなぜかサンヴァラ立像がすごくうらやまし

く感じました。手や顔がいっぱいあるってどんな

感じなんやろう？って。もし私が多面多臂でも、

もてあますばかりなんだろうけど、仏さんたちは

何個、手や顔があっても足りないものなのかなぁ

ーって思いました。触地印仏坐像をじーっと見て

いると、写真の中に引き込まれそうになります。

大仏!!って感じがすごく出ている気がします。大

仏は本物見たことあるから、写真だけでも想像し

やすいのかな。今日はよく見たことあるのばっか

りだったので、密教では大事なのかなぁって思っ

た。 

 

もう一度、意味までのプリントを見返して、もっ

と密教美術について理解を深めたいです。 

 

来週のテストがんばりたいです。 

 

専門の学科とはまったくかけ離れたものだったの

で新鮮でした。今までありがとうございました。 

 

形を見て意味を考える。また意味から形を考える

というのが密教美術のすごさ、また面白さである

と思った。また、密教美術は仏教の教えを受け、

また、時代や地域を反映し、聖なるイメージ（普

遍性）を追求するものだと知って、とても奥深い

ものだと思いました。 

 

秘密集会マンダラの秘密集会ってなんなんですか。 

「秘密集会」は「ひみつしゅうかい」ではなく

「ひみつしゅうえ」と読みます。「隠された集ま

り」という意味ですが、残念ながら、何かをやる

集会ではなく、仏たちの集まりという意味です。

ただし、密教経典には「あやしい集会」や「あや

しい実践」を説くものも多く、「秘密集会マンダ

ラ」を説く『秘密集会タントラ』にもそのような

内容が含まれています。また、灌頂の儀礼も、時

代が下ると、このような要素を含むようになりま

す。なお『秘密集会タントラ』はインド密教史の

中でも重要な位置を占める経典ですが、最近全訳

が発表されたので、簡単に読めるようになりまし

た（松長有慶 2000 『秘密集会タントラ和訳』

法蔵館）。 

 

今まで美術品のように感じていた曼荼羅を、道具

としてみるのは不思議な感じがした。 

 

仏教とヒンドゥー教というと、私はまったく別の

宗教というイメージを持っていたが、つながって

いる部分もあり、他の宗教も同じようにつながっ

ているのかなと思った。 

 

仏教の仏像とヒンドゥー教の神が混ざって関係が

混乱してしまいます。 

 

降三世明王のスライドを見て、仏教はヒンドゥー

教を敵視していたのだなと思いました。ヒンドゥ

ー教は仏教をどう見ていたのだろうか。 

 

改めてインドと日本で似た仏像が多いことを感じ

た。もう一回今までのことをおさらいできたら、

しっかり理解できる気がする。 

 

ヒンドゥー教徒が牛を食べない理由がわかりまし
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た。造型作品の見方がわかって、感性が磨かれた

ような気がします。 

 

今日見た「ムルガン」が印象的でした。すごく原

色的で、かつ人間に近くて、日本のものとは違う

なーと思いました。 

 

過去見たスライドを今見ると、それぞれのスライ

ドで先生が伝えたいメッセージが伝わってくるよ

うでした。 

 

授業を終えてみて、密教美術に興味を持てるよう

になった。もとから美術作品が好きだったけど、

密教の作品については美術作品ではなく、仏壇な

どの仏様という感じで見ていた。美術作品として

みると、けっこう細かく作られているなと思った。 

 

この講義を受けて仏教に興味を覚えました。五木

寛之の百寺巡礼でも読みつつ、百寺巡礼しようと

思います（本気です）。 

 

高校の日本史で習った密教の作品は、日本の密教

の作品の中でもほんのわずかだったということを

痛感した。本当に奥が深いと感じた。 

 

天体の神様がラーという名前だということですが

（聞き違いだったらすみません）、エジプトの太

陽神ラーと何か関係があるのでしょうか。ムルガ

ンは少年神なのに、おばさんのような顔をしてい

るなぁと思います。あと、インドの神にはよく肥

満体の神が出てきますが、太っていることが美徳

とされていたのでしょうか。 

わたしの発音が不明瞭だったようです。ラーでは

なくラーフ（rāhu）です。日蝕や月蝕を起こす天

体神で、太陽や月、火星などの「九曜」の中に含

まれます。食べるのが仕事の神なので、頭と手だ

けでできていて、大きな口を持っています。肥満

体の神はおもに財宝の神です。代表的なものがガ

ネーシャで、象の持つイメージとも共通します。

七福神の中でも大黒や恵比寿が太っているのは、

同じ発想でしょう。好きなだけ食べることができ

るというのは、財宝や富のもっとも具体的なこと

なのです。 

 

密教美術についていろいろ学べた。 

 

下に踏まれているのは悪いことをしたり、したた

めだと思っていたので、支えてるとは思いません

でした。密教美術が生み出された理由は、いまい

ちちゃんとわからなかった気がします。 

単純化して言えば、密教美術は仏教の教理や思想、

実践などと密接な関係を持ち、密教美術を理解す

るためには、単に形態や美のみでは不十分である

こと、また、インドの宗教美術という点からは、

ヒンドゥー教のようなインドの他の宗教も視野に

入れる必要があること、さらに、宗教美術を生み

出すのは、人間が「聖なるイメージ」を必要とす

るという普遍的な欲求があるということです。 

 

本を読んだり授業を聞いていると、なかなか密教

世界も面白いなぁと思いました。とくに曼荼羅は

高校の時から日本史で学んでいたので、興味を引

かれました。また、仏や菩薩などの違いが最初の

頃に比べてかなりわかるようになりました。 

 

最初の頃とたしかにイメージが変わった。 

 

今日の授業を聞いていると、仏教の神はヒンドゥ

ー教の神よりも上の立場にあるのだと思った。し

かし、どうして仏教の神がヒンドゥー教の神より

も上の立場にあるのだろうか。 

仏教徒が信仰しているのが仏教の神だからです。

ヒンドゥー教とは仏教の神など相手にしていませ

ん。 

 

仏教の仏をヒンドゥー教の仏が囲んでいるという

のを聞いて、仏教の仏の方が地位が高いからなの

か、仏教の仏からの視点でその仏像やマンダラが

作られたからなのか、よくわからなかった。ヒン

ドゥー教の人々はどう考えるのだろう。 

マンダラのもっとも外側におかれているヒンドゥ

ー教の神は、仏教の神よりも地位が低いように見
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えますが、「踏まれる神と踏む神」の関係に見ら

れたように、単に地位の上下だけにその理由を還

元すると、本質的なものを見失うような気がしま

す。実際、インドで生み出されたマンダラの多く

は、マンダラのもっとも外側にヒンドゥー教の神

を並べます。内部の仏教の仏は、マンダラごとで

異なりますが、外側のヒンドゥー教の神々はほと

んど変化はありません。見方によっては、仏教の

仏の世界を支えているのがこれらの外教の神々で、

仏教はその中で踊らされているだけのかもしれま

せん。密教美術をとらえるには、仏教だけではな

く、インドの宗教という枠組みで見る必要がある

ということが、前回の授業のポイントです。 

 

ヴァジュラバイラヴァはいつ見ても面白い。 

 

最後のまとめで、最初見たときとは違う仏の見方

ができました。 

 

この授業を受けたてのころより、密教美術につい

ての理解が深まった気がします。とくにマンダラ

についてわかってきました。 

 

ヒンドゥー教の神といえど、仏たちは自分のイメ

ージの源泉を踏みつけてしまうなんて、なんかお

それ多いですよね。今までスライドでたくさんの

仏を見ましたが、やはり私は日本の仏が一番好き

です。心が落ち着きます。 

 

どうしてあんなに手を持つ必要があったんだろ

う…？多面なのだろう。なぜ動物に頭をすげ替え

ることを多くしたんだろう？と思いました。 

 

多面とか多臂の中でどれが主だとかの上下関係が

あるのかと思った。 

多面は中央の面、多臂は胸の前に来る二臂が主要

な腕のようです。 

 

金剛界のマンダラがとても美しいと思いました。 

 

密教ではどんな仏も関わりがあるように思える。

また、ヒンドゥー教にも関係があるのにはおどろ

いた。 

 

前の写真が出てきて懐かしかった。やっぱり砂マ

ンダラはきれいでした。 

 

マンダラはカラフルできれいだなぁと思った。見

た目だけでなく、これに意味も含まれているのだ

から、マンダラは芸術性が非常に高いものですね。

密教美術の世界をしっかり理解したとは言えない

けど、少し不思議な世界の雰囲気をつかんだ気が

します。 

 

各仏像が持つ役割がとても多いと再認識した。

人々が拝むだけなら、一体に統一してよいのでは

ないかと思った。なぜ、多くの種類の仏たちが存

在し、それぞれに逸話なり役割を添えたのであろ

うか。人々の信仰心を引き離さぬための策だった

のだろうか。 

 

非常に楽しい授業でした。 

 

この授業で密教美術のことをそれなりに理解でき

たような気がします。今度からは寺院やお寺を訪

れて、仏像とかを念入りに見てみようと思います。

よおく見たらいろいろな顔を読みとれるような気

がするからです。 

 

この講義は好きだったので、終わるのが少し残念

です。理解が深いかどうかは別にして、毎回自分

の知らないことをたくさん知ることができて満足

しています。ただ、テストがとても心配です。 

 

全体をまとめると多くの知識を持ったなぁと思い

ました。最後の 10 枚のスライドを見て、「あっ、

これは！」と理解していて、自分でうれしかった

です。私は理系ですが、医療においては精神的、

思想的なものが大切なので、勉強できてよかった

です。問題は試験です…。 

 

今日の授業は教科書の最後の章と似た話だったの
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で、わかりやすかったです。 

 

金大にもどって密教の講義が聴けるとは思ってい

なかったので、たいへん興味深く参加させていた

だきました。密教美術の流れを知るときに、考え

ると中国の仏像などは見たことがないように思う

のですが、歴史の中で埋もれてしまったのでしょ

うか。 

中国密教は唐代で最盛期を迎えますが、その後、

衰退します。そのため現存作品はたしかにごくわ

ずかです。ただし、例外として日本にもたらされ

た「請来図像」がかなりの数にのぼります。請来

作品にもとづいて作成され作品も、一種のコピー

ですが中国の様式を伝えています。また、中国本

土でも、大安国寺からは密教系の石像群が出土し

ていますし、法門寺の地下宮殿から出土したさま

ざまな造型作品に、マンダラを含む密教美術が見

られます。 

 

仏教の仏とヒンドゥー教の神は多くのイメージを

共有していることがわかった。 

 

仏教と密教で解釈が違うことにはおどろいた。興

味深い。この講義を通して、本当にいろんな仏像

があることを知り、とても面白かった。そのひと

つひとつにしっかり意味があるのでとても奥が深

い。 

 


